
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料(小学校，中学校)

第３編 単元（題材）ごとの学習評価について（事例）

【案】

第１章 「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえた評価規準の作成

１ 本編事例における学習評価の進め方について

２ 単元（題材）の評価規準の作成のポイント

（１）算数科における単元及び単元の目標を作成する手順

（２）単元の評価規準を作成する手順

（３)「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに，「具体的な内容のまと

まりごとの評価規準」を作成する例

（４)「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」から，「単元の評価規準」

を作成する例

【参考】「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」一覧

第２章 学習評価に関する事例について

１ 事例の特徴

２ 各事例概要一覧

事例

事例１ 指導の計画から評価の総括まで「あまりのあるわり算」（第３学年）

国立教育政策研究所

教育課程研究センター
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第１章 「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえた評価規準の作成

１ 本編事例における学習評価の進め方について

各教科の単元における観点別学習状況の評価を実施するに当たり，まずは年間の指導と評価の計

画を確認することが重要である。その上で，学習指導要領の目標や内容，「内容のまとまりごとの評

価規準」の考え方等を踏まえ，以下のように進めることが考えられる。なお，複数の単元にわたっ

て評価を行う場合など，以下の方法によらない事例もあることに留意する必要がある。

評価の進め方 留意点

○ 学習指導要領の目標や内容，学習指導要領解説等

を踏まえて作成する。

○ 児童生徒の実態，前単元までの学習状況等を踏ま

えて作成する。

※ 単元の目標及び評価規準の関係（イメージ）につ

いては図１参照

○ １，２を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画す

る。

○ どのような評価の資料（児童生徒の反応や作品な

ど）を基に，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と

評価するかを考えたり，「努力を要する」状況（Ｃ）

への手立て等を考えたりする。

○ ３に沿って観点ごとの観点別学習状況の評価を行

授業を行う い，児童生徒の学習改善や教師の指導改善につなげ

る。

○ 集まった評価の資料やそれに基づく評価結果（Ａ，

Ｂ，Ｃ）などから，観点ごとの総括的評価（Ａ，Ｂ，

Ｃ）を行う。

１

単元の目標を作成する

２

単元の評価規準を作成する

３

「指導と評価の計画」を作成する

４

観点ごとに総括する
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図１

※ 調整中
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２ 単元の評価規準の作成のポイント

（１）算数科における単元及び単元の目標を作成する手順

算数科においては，「内容のまとまり」を第２編「１ 小学校算数科の内容のまとまり」で示して

いるように，「内容のまとまり」で示された内容の数が，学年や領域ごとに違いがあることから，指

導する際の授業時数も「内容のまとまり」ごとに大きく異なる。例えば，20数時間かかる「内容の

まとまり」もあれば，10数時間で終わってしまうものもある。中には１，２時間で終わる「内容の

まとまり」もある。

単元は，児童に指導する内容を適切にまとめて構成されるものであるが，各学校において単元を

作成する際には，「内容のまとまり」を，幾つかに分割して単元とする場合やそのまま単元とする場

合，幾つかの「内容のまとまり」を組み合わせて単元とする場合があるので，このことに留意が必

要である。

表１ 算数科における「内容のまとまり」と単元の関係（例）

「内容のまとまり」 単元（例）

第２学年「Ｃ測定」（１）長さやかさの単位と測定 単元「長さ」

単元「かさ」

第２学年「Ｃ測定」（２）時間の単位 単元「時刻と時間」

第３学年「Ａ数と計算」（４）除法 単元「わり算」

単元「あまりのあるわり算」

単元「大きな数のわり算」

第４学年「Ａ数と計算」（６）数量の関係を表す式 単元「式と計算」

第４学年「Ａ数と計算」（７）四則に関して成り立つ性質

第５学年「Ｂ図形」（３）平面図形の面積 単元「平面図形の面積」

第６学年「Ｂ図形」（１）縮図や拡大図，対称な図形 単元「縮図や拡大図」

単元「対称な図形」

算数科における単元には以上のような特徴があることを踏まえ，単元の目標は，当該学年の「学

年目標」と「内容のまとまり」で示された内容をもとに，必要な記述を抜き出して作成することに

なる。
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（２）単元の評価規準の作成の手順

単元及び単元の目標を作成したら，次は単元の評価規準を作成する。

算数科においても，学習指導要領の文言をもとに作成した「内容のまとまりごとの評価規準（例）」

を踏まえて作成する。

ただし算数科においては，「内容のまとまりごとの評価規準（例）」に示された文言が，単元の評

価規準の文言としてそのまま用いることができない場合があることに注意が必要である。その理由

は次の２点である。

１．「内容のまとまり」をそのまま単元とすることができない場合があること

（１）で示したように，算数科においては，「内容のまとまり」をそのまま単元とすることができ

ない場合があるからである。

２．学習指導要領の算数科の内容として示された文言の書き方が揃っていないこと。

学習指導要領の算数科の内容として示された文言の書き方が揃っていないことから，単元の評

価規準として，そのまま用いることができる場合と，そのままでは用いることができない場合が

あるからである。

○具体的に書かれているので，そのままの文言でほぼ用いることができる場合。

例 第１学年 Ａ 数と計算 （１）数の構成と表し方

(ｱ) ものとものとを対応させることによって，ものの個数を比べること。

○抽象度を上げて書かれているので，そのままの文言では，評価規準として用いることがで

きない場合。

このような場合は，評価規準をより具体的に示す必要がある

例 第６学年 Ｂ 図形 （１）縮図や拡大図，対称な図形

(ｱ) 縮図や拡大図について理解すること。

以上のことから，算数科においては，「内容のまとまりごとの評価規準」から「具体的な内容のま

とまりごとの評価規準」を作成し，「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」をもとに「単元の評

価規準」を作成することとする。

「内容のまとまりごとの評価規準」

↓ 上記２を踏まえて，評価規準の文言を具体的な書き方で表現を揃える

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」

↓ 単元に合わせて，内容のまとまりをそのまま用いたり，分割したり，

↓ 組み合わせたりして，単元の評価規準を作成する。

「単元の評価規準」
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（３)「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに，［観点ごとのポイント］を踏まえ，

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する

① 「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】

○「知識・技能」のポイント

・小学校学習指導要領の算数科の内容として示された「知識及び技能」の文言は，学年や領域

ごとに書き方が揃っていない。

・そこで，実際に単元において評価するに当たって，指導し評価する事項が明確になるように，

具体的な書き方で表現を揃える必要がある。

・その際，基本的に，当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力「知識及び技能」に

該当する指導事項について，育成したい資質・能力「知識・技能」に照らして，「小学校学習

指導要領解説算数編」などにおいて示された内容をもとに表現を揃え，その文末を「～して

いる」「～できる」として，評価規準を作成する。

○「思考・判断・表現」のポイント

・小学校学習指導要領の算数科の内容として示された「思考力，判断力，表現力等」の文言は，

学年や「内容のまとまり」の全体にかかわる内容となるように，抽象度を上げた書き方で示

されている。また，「内容のまとまり」ごとに，主に主要な一つに絞って示されている。

・そこで，実際に単元において評価するに当たって，指導し評価する事項が明確になるように，

具体的な書き方で表現を揃える必要がある。また，時には「知識・技能」に対応した「思考

・判断・表現」の文言も示す必要がある。

・その際，基本的に，当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力「思考力，判断力，

表現力等」に該当する指導事項について，育成したい資質・能力「思考力，判断力，表現力

等」に照らして，「小学校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された内容をもとに具体

化し，その文末を「～している」として，評価規準を作成する。

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント

・「主体的に学習に取り組む態度」の「内容のまとまりごとの評価規準」は，当該学年目標の(3)

を踏まえて作成した「主体的に学習に取り組む態度」の「観点の趣旨」をもとに，指導事項

を踏まえて，その文末を「～している」として，評価規準を作成している。そのため，学年

を通して最終的に育成すべき資質・能力がどの「内容のまとまり」においても同じように書

かれていて，抽象度を上げた書き方で示されている。また，算数科においては，「内容のまと

まり」は，１，２時間で学習が終わるものもあれば，４０時間を超えて学習するものもある

など，指導する際の授業時数が大きく異なることがある。

・そこで，実際に単元において評価するに当たって，指導し評価する事項が明確になるように，

具体的な書き方で表現を揃えたり，時に追加したりする必要がある。

・その際，「小学校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された内容をもとに，具体的な学

習活動や指導事項を踏まえて具体化し，その文末を「～している」として，評価規準を作成

する。
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（例）第６学年 Ｂ 図形 （１）縮図や拡大図，対称な図形

（２）学習指導要領の「２ 内容」 及び 「内容のまとまりごとの評価規準（例）」

学 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

習 (ｱ) 縮図や拡大図について理 (ｱ) 図形を構成する要素及び図 ※内容には，学びに向かう力，

指 解すること。 形間の関係に着目し，構成の 人間性等について示されて

導 (ｲ) 対称な図形について理解 仕方を考察したり図形の性質 いないことから，該当学年

要 している。 を見いだしたりするととも の目標(3)を参考にする。

領 に，その性質を基に既習の図

形を捉え直したり日常生活に

２ 生かしたりすること。

内

容

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

内 ・縮図や拡大図について理解 ・図形を構成する要素及び図形 ・縮図や拡大図及び対称な図

容 している。 間の関係に着目し，構成の仕 形について，数学的に表現

の ・対称な図形について理解し 方を考察したり図形の性質を ・処理したことを振り返り，

ま ている。 見いだしたりするとともに， 多面的に捉え検討してより

と その性質を基に既習の図形を よいものを求めて粘り強く

ま 捉え直したり日常生活に生か 考えたり，数学のよさに気

り したりしている。 付き，学習したことを生活

ご や学習に活用しようとした

と りしている。

の

評 ※必要に応じて学年別の評価

価 の観点の趣旨のうち「主体

規 的に学習に取り組む態度」

準 に関わる部分を用いて作成

する。

(例)
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

具 ・縮図や拡大図について，そ ・図形間の関係を考察し，縮図 ・縮図や拡大図を簡潔・明瞭

体 の意味や，対応する角の大 や拡大図の性質を見いだして ・的確に描こうとしたり，

的 きさは全て等しく，対応す いる。 実際には測定しにくい長さ

な る辺の長さの比はどこも一 ・縮図や拡大図の性質をもとに の求め方を工夫して考えた

内 定であるなどの性質を理解 して，縮図や拡大図のかき方 りしている。

容 している。 を考えている。 ・実際には測定しにくい長さ

の ・方眼紙のます目を用いたり，・縮図や拡大図を活用して，実 を縮図や拡大図を用いると

ま 対応する角の大きさは全て 際には測定しにくい長さの求 解決できるというよさに気

と 等しく，対応する辺の長さ め方を考えている。 付いている。

ま の比はどこも一定であるこ ・縮図や拡大図を，身の回り

り とを用いて，縮図や拡大図 から見付けようとしている。

ご をかくことができる。

と ・線対称な図形について，１ ・対称という観点から既習の図 ・対称な図形を，簡潔・明瞭

の 本の直線を折り目として折 形を捉え直し，図形を分類整 ・的確に描こうとしている。

評 ったとき，ぴったり重なる 理したり，分類した図形の特 ・均整のとれた美しさ，安定

価 図形であることや，対応す 徴を見いだしたりしている。 性など対称な図形の美しさ

規 る点を結ぶ線分は，対称の ・図形を構成する要素の関係を に気付いている。

準 軸によって垂直に二等分さ 考察し，線対称や点対称の図 ・対称な図形を，身の回りか

れることなどを理解してい 形の性質を見いだしている。 ら見付けようとしている。

(例) る。 ・線対称や点対称の図形の性質

・点対称な図形について，対 をもとにして，線対称や点対

称の中心Ｏを中心にして180 称な図形のかき方を考えてい

度回転したときに重なり合 る。

う図形であり，対応する点

を結ぶ線分は全て，対称の

中心を通り，その中心によ

って二等分されることなど

を理解している。

・線対称な図形や点対称な図

形をかくことができる。
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（４)「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」から「単元の評価規準」を作成する

例

ここでは，「内容のまとまり」がそのまま単元になる場合と，「内容のまとまり」が幾つかの単元

に分かれる場合について，例を示す。

＜記載例＞「内容のまとまり」がそのまま単元になる場合

（例）第５学年 Ｂ 図形 （３）平面図形の面積

第５学年「Ｂ図形」の「(3)平面図形の面積」では，そのまま一つの単元として学習することが多

い。そこでその場合の評価規準の例を以下に示す。

内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・三角形，平行四辺形，ひし形， ・図形を構成する要素などに着目 ・三角形，平行四辺形，ひし形，

台形の面積の計算による求め して，基本図形の面積の求め方 台形の面積の求め方について，

方について理解している。 を見いだしているとともに，そ 数学的に表現・処理したこと

の表現を振り返り，簡潔かつ的 を振り返り，多面的に捉え検

確な表現に高め，公式として導 討してよりよいものを求めて

いている。 粘り強く考えたり，数学のよ

さに気付き学習したことを生

活や学習に活用しようとした

りしている。

少し抽象的に示されている文言があるので，具体化して，具体的な内容のまとまりごとの評価規

準を作成する。

具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・必要な部分の長さを用いるこ ・三角形，平行四辺形，ひし形， ・求積可能な図形に帰着させて

とで，三角形，平行四辺形， 台形の面積の求め方を，求積可 考えると面積を求めることが

ひし形，台形の面積は計算に 能な図形の面積の求め方を基に できるというよさに気付き，

よって求めることができるこ 考えている。 三角形，平行四辺形，ひし形，

とを理解している。 ・見いだした求積方法や式表現を 台形の面積を求めようとして

・三角形，平行四辺形，ひし形， 振り返り，簡潔かつ的確な表現 いる。.

台形の面積を公式を用いて求 を見いだしている。 ・見いだした求積方法や式表現

めることができる。 を振り返り，簡潔かつ的確な

表現に高めようとしている。
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具体的な内容のまとまりごとの評価規準は，そのまま単元の評価規準とすることができる。

単元の評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・必要な部分の長さを用いるこ ・三角形，平行四辺形，ひし形， ・求積可能な図形に帰着させて

とで，三角形，平行四辺形， 台形の面積の求め方を，求積可 考えると面積を求めることが

ひし形，台形の面積は計算に 能な図形の面積の求め方を基に できるというよさに気付き，

よって求めることができるこ 考えている。 三角形，平行四辺形，ひし形，

とを理解している。 ・見いだした求積方法や式表現を 台形の面積を求めようとして

・三角形，平行四辺形，ひし形， 振り返り，簡潔かつ的確な表現 いる。.

台形の面積を公式を用いて求 を見いだしている。 ・見いだした求積方法や式表現

めることができる。 を振り返り，簡潔かつ的確な

表現に高めようとしている。
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＜記載例＞「内容のまとまり」が幾つかの単元に分かれる場合

（例）第３学年 Ａ 数と計算 （４）除法

第３学年「Ａ数と計算」の「(4)除法」では，「わり算」，「あまりのあるわり算」，「大きな数のわ

り算」と三つの単元に分けて学習することが多い。そこでその場合の評価規準の例を以下に示す。

内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・除法の意味について理解し， ・数量の関係に着目し，計算の意 ・除法に進んで関わり，数学的

それが用いられる場合につい 味や計算の仕方を考えたり，計 に表現・処理したことを振り

て知っている。また，余りに 算に関して成り立つ性質を見い 返り，数理的な処理のよさに

ついて知っている。 だしたりしているとともに，そ 気付き生活や学習に活用しよ

・除法が用いられる場面を式に の性質を活用して，計算を工夫 うとしている。

表したり，式を読み取ったり したり計算の確かめをしたりし

することができる。 ている。

・除法と乗法や減法との関係に ・数量の関係に着目し，計算を日

ついて理解している。 常生活に生かしている。

・除数と商が共に１位数である

除法の計算が確実にできる。

・簡単な場合について，除数が

１位数で商が２位数の除法の

計算の仕方を知っている。

少し抽象的に示されている文言があるので，具体化して，具体的な内容のまとまりごとの評価規

準を作成する。

具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・包含除や等分除など，除法の ・除法が用いられる場面の数量 ・除法が用いられる場面の数量

意味について理解し，それが の関係を，具体物や図などを の関係を，具体物や図などを

用いられる場合について知っ 用いて考えている。 用いて考えようとしている。

ている。 ・除法は乗法の逆算と捉え，除 ・除法の場面を身の回りから見

・除法が用いられる場面を式に 法の計算の仕方を考えている。 付け，除法を用いようとして

表したり，式を読み取ったり ・余りのある除法の余りについ いる。（「わり算探し」など）

することができる。 て，日常生活の場面に応じて

・除法と乗法や減法との関係に 考えている。

ついて理解している。 ・「日常生活の問題（単なる文章
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・除数と商が共に１位数である 題ではない。情報過多の問題，

除法の計算が確実にできる。 算数以外の教科の問題）」を，

・割り切れない場合に余りを出 除法を活用して解決している。

すことや，余りは除数より小 （いろいろな単元が終わった後

さいことを知っている。 に日常生活の中から，もしく

は他教科等で，除法を適切に

用いて問題解決している）

・簡単な場合について，除数が ・簡単な場合について，除数が ・自分が考えた除法の計算の仕

１位数で商が２位数の除法の １位数で商が２位数の除法の 方について，具体物や図と式

計算の仕方を知っている。 計算の仕方を考えている。 とを関連付けて考えようとし

ている。

具体的な内容のまとまりごとの評価規準に示されている内容をもとに，三つの単元「わり算」，「あ

まりのあるわり算」，「大きな数のわり算」の内容に合わせて，単元の評価規準を作成する。

単元（わり算）の評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・包含除や等分除など，除法の ・除法が用いられる場面の数量の ・除法が用いられる場面の数量

意味について理解し，それが 関係を，具体物や図などを用い の関係を，具体物や図などを

用いられる場合について知っ て考えている。 用いて考えようとしている。

ている。 ・除法は乗法の逆算と捉え，除法 ・除法の場面を身の回りから見

・除法が用いられる場面を式に の計算の仕方を考えている。 付け，除法を用いようとして

表したり，式を読み取ったり いる。（「わり算探し」など）

することができる。

・除法と乗法や減法との関係に

ついて理解している。

・除数と商が共に１位数である

除法の計算が確実にできる。

単元（あまりのあるわり算）の評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・包含除や等分除など，除法の ・除法が用いられる場面の数量の ・除法が用いられる場面の数量

意味について理解し，それが 関係を，具体物や図などを用い の関係を，具体物や図などを

用いられる場合について知っ て考えている。 用いて考えようとしている。

ている。 ・余りのある除法の余りについ ・除法の場面を身の回りから見

・除数と商が共に１位数である て，日常生活の場面に応じて考 付け，除法を用いようとして

除法の計算が確実にできる。 えている。 いる。（「わり算探し」など）

・割り切れない場合に余りを出
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すことや，余りは除数より小

さいことを知っている。

単元（大きな数のわり算）の評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・包含除や等分除など，除法の ・除法が用いられる場面の数量の ・自分が考えた除法の計算の仕

意味について理解し，それが 関係を，具体物や図などを用い 方について，具体物や図と式

用いられる場合について知っ て考えている。 とを関連付け，よりよい表現

ている。 ・簡単な場合について，除数が１ にしていこうとしている。

・簡単な場合について，除数が 位数で商が２位数の除法の計算

１位数で商が２位数の除法の の仕方を考えている。

計算の仕方を理解している。
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【参考】「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」一覧

Ⅰ 第１学年

Ａ 数と計算

(1)「数の構成と表し方」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・ものとものとを対応させるこ ・２ずつや５ずつ，10ずつなど ・身の回りにあるものの個数や

とによって，ものの個数を比 の数のまとまりを用いて，数 順番に親しみ，大きさを比べ

べることができる。 の数え方を考えている。 たり数えたりしようとしてい

・個数や順番を正しく数えたり ・「10とあと幾つ」などの数の見 る。

表したりすることができる。 方を用いて，数の比べ方を考 ・ものの個数や順番を数を用い

・数の大小や順序を考えること えている。 て表すことで，日々の生活が

によって，数の系列を作った ・数の大きさの比べ方や数え方 効率的になったり豊かになっ

り，数直線の上に表したりす を日常生活に生かす具体的な たりするというよさに気付い

ることができる。 場面を見いだしている。 ている。

・一つの数をほかの数の和や差

としてみるなど，ほかの数と

関係付けてみることができ

る。

・２位数の表し方について理解

している。

・簡単な場合について，３位数

の表し方を理解している。

・数を，十を単位としてみるこ

とができる。

・具体物をまとめて数えたり等

分したりして整理し，表すこ

とができる。

(2)「加法及び減法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・加法及び減法の意味について ・ある場面が加法及び減法が用 ・加法及び減法が用いられる場

理解し，それらが用いられる いることができるかどうかを， 面の数量の関係を具体物や図

場合について知っている。 数量の関係に着目して，具体 などを用いて考えようとして

・合併や増加，求残や求差など， 物や図などを用いて考えてい いる。

加法及び減法が用いられる場 る。 ・加法及び減法の場面を身の回
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面を式に表したり，式を読み ・日常生活の問題を加法及び減 りから見付け，加法及び減法

取ったりすることができる。 法を活用して解決している。 を用いようとしている。

・１位数と１位数との加法及び ・和が10より大きい数になる加 ・学習したことをもとに，和が

その逆の減法の計算が確実に 法及びその逆の減法について， 10より大きい数になる加法及

できる。 「10とあと幾つ」という数の びその逆の減法の計算の仕方

・「10が幾つ」や「10とあと幾 見方を用いて，計算の仕方を を考えようとしている。

つ」という数の見方などを用い 考えている。

ると，簡単な場合について，

２位数などの加法及び減法が

できることを知っている。

Ｂ 図形

(1)「身の回りにあるものの形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・身の回りにあるものの形につ ・身の回りにある具体物の中か ・身の回りにあるものの形に親

いて，「さんかく」，「しかく」， ら，色や大きさ，位置や材質 しみ，観察したり，構成した

「まる」などの形を見付けるこ などを捨象し，形を認め，形 り，分解したりしようとして

とができる。また，平ら，丸 の特徴を捉えている。 いる。

い，かどがあるなどの形の特 ・ずらす，回す，裏返すなどの ・箱の形や筒の形，ボールの形

徴やころがる，重ねられるな 具体的な操作を通して，形の などを身の回りから見付けよ

どの形の機能的な特徴を知っ もつ性質や特徴を生かした形 うとしている。

ている。 の構成について考えている。 ・「さんかく」，「しかく」，「ま

・積み木や，箱，色板などを用 る」などの形を身の回りから

いて，身の回りにある具体物 見付けようとしている。

の形を作ったり，作った形か

ら逆に具体物を想像したりす

ることができる。

・身の回りにあるものの形につ

いて，観察したり，構成した

り，分解したりする活動を通

して図形についての理解の基

礎となる経験を豊かにしてい

る。

・前後，左右，上下など方向や

位置についての言葉を用い

て，ものの位置を表すことが

できる。
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Ｃ 測定

(1)「身の回りにあるものの大きさ」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・長さ，広さ，かさを，具体的 ・身の回りのものの特徴の中で，・身の回りにあるものの長さ，

な操作によって直接比べた 比べたい量に着目し，量の大 広さ，かさに親しみ，大きさ

り，他のものを用いて比べた きさの比べ方を考え，比べ方 を比較しようとしている。

りすることができる。 を見いだしている。 ・媒介物を用いて大きさを比べ

・身の回りにあるものの大きさ ることで，直接には比べられ

を単位として，その幾つ分か ないものが比べられるように

で大きさを比べることができ なるというよさに気付いてい

る。 る。

（・身の回りにあるものの長さ， ・身の回りにあるものの大きさ

広さ，かさの大小をとらえる を単位としてその幾つ分かで

など，量（長さ，広さ，かさ） 数値化することで，大きさの

の大きさについて感覚を豊か 違いを明確にすることができ

にしている。） るよさに気付いている。

(2)「時刻」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・時計の長針，短針を見て，時 ・時刻の読み方を用いて，時刻 ・時刻を用いることで日常生活

刻を読むことができる。 と日常生活を関連付けている。 の行動に生かせるというよさ

に気付き，日常生活の中で時

刻を用いようとしている。

Ｄ データの活用

(1)「数量の整理」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・ものの個数について，簡単な ・身の回りの事象について，絵 ・ものの個数を絵や図などに整

絵や図などに表したり，それ や図などを用いて整理して表 理して表すことを，楽しんで

らを読み取ったりすることが すことで，どの項目のデータ 学んでいる。

できる。 の個数がどの程度多いかとい

・対象を絵などに置き換える際 う事象の特徴を捉えている。

には，それらの大きさをそろ

えることや，並べる際に均等

に配置することが必要である

ことを理解している。
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Ⅱ 第２学年

Ａ 数と計算

(1)「数の構成と表し方」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・ものの個数を，２ずつ,５ず ・ものの個数を実際に数え，図 ・身の回りのものの個数を10や

つ,10ずつまとめて数えたり， に表すなどして，十進位取り 100のまとまりにして数えた

分類して数えたりすることが 記数法の仕組みによる数の表 り，数えたものを数字を使っ

できる。 し方を考えている。 て書いたり読んだりしようと

・４位数までの数について，十 ・４位数までの数について，数 している。

進位取り記数法による数の表 のまとまりに着目し，数の比 ・４位数までの数について，簡

し方及び数の大小や順序につ べ方を考えている。 潔・明瞭・的確に数えようと

いて理解している。 ・数の相対的な大きさをとらえ している。

・４位数までの数について，書 たり，一つの数をほかの数の ・身の回りから，整数が使われ

いたり読んだりすることがで 積としてみたりするなど，数 ている場面を見付けようとし

きる。 を多面的にとらえている。 ている。

・二つの数の大小関係を「＞」，・12個を３等分した場面などを

「＜」を用いて表すことがで 「12個の は４個」などと表１｜３

きる。 現している。

・４位数までの数について，数

を十や百を単位として捉える

ことができる。

・一つの数をほかの数の積と捉

えることができる。

・身の回りに，整数が分類整理

に使われていることを理解し

ている。

・ ， など簡単な分数につ１｜２
１｜３

いて知っている。

(2)「加法及び減法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・２位数の加法及びその逆の減 ・２位数の加法及びその逆の減 ・２位数の加法及びその逆の減

法の計算が１位数などについ 法の計算の仕方を考えている。 法の計算の仕方を考えようと

ての基本的な計算を基にして ・２位数の加法及びその逆の減 している。

できることを理解している。 法の計算の計算の仕方と筆算 ・２位数の加法及びその逆の減

・２位数の加法及びその逆の減 の仕方を関連づけて考えてい 法の計算を生活や学習に活用

法の筆算の仕方について理解 る。 しようとしている。
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している。

・２位数の加法及びその逆の減

法の計算が確実にできる。

・簡単な場合について，３位数 ・簡単な場合について，３位数 ・簡単な場合について，３位数

などの加法及び減法の計算の などの加法及び減法の計算の などの加法及び減法の計算の

仕方を知っている。 仕方を考えている。 仕方を考えようとしている。

・加法及び減法に関して成り立 ・加法及び減法に関して成り立 ・加法及び減法に関して成り立

つ性質について理解してい つ性質を調べ，それを用いて， つ性質を用いて，計算の仕方

る。 計算の仕方を考えたり，計算 を考えたり計算の確かめをし

・加法と減法は互いに逆の関係 の確かめをしたりしている。 たりすることを通して，その

になっているなど，加法と減 ・加法と減法の相互関係につい よさに気付いている。

法の相互関係について理解し て，図を基に考え，式で表現 ・加法と減法の相互関係を考察

ている。 している。 するのに用いる図のよさに気

付いている。

(3)「乗法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・乗法は，一つ分の大きさが決 ・乗法が用いられる場面を，具 ・累加の簡潔な表現としての乗

まっているときに，その幾つ 体物や図などを用いて考え， 法のよさに気付き，ものの総

分かに当たる大きさを求める 式に表したり，乗法の式を， 数を乗法を用いて表そうとし

場合に用いられるなど，乗法 具体的な場面に結び付けてと ている。

の意味について理解し，それ らえたりしている。 ・一つ分の大きさが決まってい

が用いられる場合について知 ・計算の仕方を振り返り，乗法 るときに，その幾つ分かに当

っている。 に関して成り立つ簡単な性質 たる大きさを求める場合に，

・乗法は累加で答えを求めるこ を見いだしたり，それを基に 乗法を用いるとその総数を簡

とができることを理解してい 乗法を構成したりしている。 潔に求めることができるとい

る。 ・日常生活の問題や算数の問題， うよさに気付き，乗法の場面

・乗法が用いられる場面を式に 情報過多の問題，算数以外の を身の回りから見付け，乗法

表したり，式を読み取ったり 教科等の問題などを，乗法を を用いようとしている。

することができる。 活用して解決している。 ・累加や乗法に関して成り立つ

・交換法則など乗法に関して成 ・既習の乗法やその構成の方法 簡単な性質を用いるなどし

り立つ簡単な性質を図を用い を基に，簡単な場合について， て，乗法九九を構成しようし

て理解している。 ２位数と１位数との乗法の計 ている。

・乗法九九について知り，１位 算の仕方を考えている。 ・簡単な場合について，２位数

数と１位数との乗法の計算が と１位数との乗法の計算の仕

確実にできる。 方を発展的に考えようとして

・簡単な場合について，２位数 いる。

と１位数との乗法の計算の仕
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方を知っている。

Ｂ 図形

(1)「図形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・三角形が３本の直線で囲まれ ・直線で囲まれた図形について，・身の回りの正方形，長方形，

た図形であることなど三角形 他の図形との比較によって分 直角三角形が，日常生活でど

について知っている。また， 類し，三角形や四角形などの のように活用されているのか

四角形について知っている。 特徴を見いだしている。 調べようとしている。

・直角や正方形，長方形，直角 ・四角形について，角や辺に着 ・正方形，長方形，直角三角形

三角形について知っている。 目し分類し，正方形や長方形 で平面を敷き詰める活動を楽

・紙を折って，直角や正方形， などの特徴を見いだしている。 しみ，できる模様の美しさや

長方形や直角三角形を作るこ 平面の広がりに気付いてい

とができる。 る。

・格子状に並んだ点などを用い

て，正方形，長方形，直角三

角形を作図することができ

る。

・箱の形について，３種類の長 ・箱の形について，その違いに ・身の回りの箱の形をしたもの

方形が２組で構成されている 気付き分類し，分類した箱の が，日常生活でどのように活

ことなどを理解している。 形の特徴を見いだしている。 用されているのか調べようと

・正方形や長方形を組み合わせ している。

たり，ひごなどを用いたりし ・正方形や長方形を組み合わせ

て，箱の形を構成することが るなどして，箱の形を構成し

できる。 ようとしている。

Ｃ 測定

(1)「量の単位と測定」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・長さの単位（ミリメートル（m ・量の大きさを表現したり，比 ・長さやかさを数値に表して比

m），センチメートル（cm）， べたりする際，測定するもの べたことを振り返り，普遍単

メートル（m））及びかさの単 や目的に応じて，どの単位を 位の必要性に気付いている。

位（ミリリットル（mL），デ 用いることが適切か考えてい ・身の回りのものの長さやかさ

シリットル（dL），リットル る。 を測定しようとしている。

（L））と，量の大きさを単位

を用いて数値化するという測

定の意味について理解してい

る。
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・測定するものに応じて，適切

な長さやかさの単位を選び，

身の回りの具体物の長さやか

さを測定することができる。

・１ｍがどのくらいの長さであ

るかや，１Ｌがどのくらいの

かさであるかを，身の回りに

あるものの大きさを基にして

とらえるなど，長さやかさの

大きさについての豊かな感覚

をもっている。

(2)「時刻と時間」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・時間の単位（日，時，分）に ・日常生活における時刻や時間 ・日常生活の中で必要な時刻や

ついて知り，時刻や時間を表 の求め方を考えている。 時間を求めようとしている。

すことができる。

・時間の単位（日，時，分）の

関係について理解している。

Ｄ データの活用

(1)「データの活用」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・身の回りにある数量を分類整 ・身の回りの事象について，簡 ・データの整理に進んで関わ

理し簡単な表やグラフを用い 単な表やグラフに表すことで， り，数量の大きさの違いを一

て表すことができる。 差の大小や全体の傾向につい 目で捉えることができるなど

・身の回りにある数量を分類整 て考えている。 の，グラフのよさに気付いて

理して表した簡単な表やグラ いる。

フを読むことができる。
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Ⅲ 第３学年

Ａ 数と計算

(1)「整数の表し方」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・万や億の単位について知って ・数のまとまりに着目し，万を ・万の単位の数が使われている

いる。 超える数の大きさの比べ方や ことを身の回りから見付け，

・10 倍，100 倍，1000 倍， 表し方を，図や数直線を用い その大きさをつかんだり読ん
１
｜
10

の大きさの数及びそれらの表 るなどして考えている。 だりしようとしている。

し方について知っている。 ・数を比べる際には，十進位取

・十，百，千，万を単位とする り記数法をもとに大きい位か

数の相対的な大きさの見方を ら見れば大小を比べられるこ

用いて数を捉えることができ とに気付いている。

る。 ・十，百，千，万を単位とする

数の相対的な見方を活用して，

計算の仕方を考えている。

(2)「加法及び減法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・３位数や４位数の加法及び減 ・３位数や４位数の加法及び減 ・学習したことをもとに，３位

法の計算が２位数などについ 法の計算の仕方について，十 数や４位数の加法及び減法の

ての基本的な計算を基にして 進位取り記数法による数の表 計算の仕方を考えようとして

できることを理解している。 し方や十を単位としてみる数 いる。

・３位数や４位数の加法及び減 の見方を基に考えている。

法の筆算の仕方について理解 ・加法及び減法に関して成り立

している。 つ性質を見いだしている。

・３位数や４位数の加法及び減 ・加法及び減法に関して成り立

法の計算が確実にできる。 つ性質を活用して，計算を工

・２位数どうしの加法及びその 夫したり計算の確かめをした

逆の減法の答えを暗算で求め りしている。

ることができる。

(3)「乗法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・２位数や３位数に１位数や２ ・被乗数を多面的に見たり，図 ・乗法の計算の仕方を振り返

位数をかける乗法の計算が， と式とを関連付けたりしなが り，被乗数をどのようにみる

乗法九九などの基本的な計算 ら，２位数や３位数に１位数 と既習の計算が使えるのかに

を基にしてできることを理解 や２位数をかける乗法の計算 ついて気付き，次の学習に活
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している。 の仕方を考えている。 用しようとしている。

・２位数や３位数に１位数や２ ・計算の仕方を振り返ったり， ・計算に関して成り立つ性質を

位数をかける乗法の筆算の仕 数量と図と関連付けたりしな 使うと計算が工夫できるとい

方について理解している。 がら，乗法の交換法則，結合 うよさに気づき，計算すると

・２位数や３位数に１位数や２ 法則，分配法則など，計算に きに活用しようとしている。

位数をかける乗法の筆算が確 関して成り立つ性質を見いだ ・筆算をしたり見積りをしたり

実にでき，それを適切に用い している。 する際に，暗算が生かせると

ることができる。 ・計算に関して成り立つ性質を いうよさに気付き，実際にし

・乗法の交換法則，結合法則， 活用して計算を工夫している。 ようとしている。

分配法則など，乗法に関して ・計算に関して成り立つ性質を

成り立つ性質について理解し 活用して，計算の確かめをし

ている。 ている。

(4)「除法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・包含除や等分除など，除法の ・除法が用いられる場面の数量 ・除法が用いられる場面の数量

意味について理解し，それが の関係を，具体物や図などを の関係を，具体物や図などを

用いられる場合について知っ 用いて考えている。 用いて考えようとしている。

ている。 ・除法は乗法の逆算と捉え，除 ・除法の場面を身の回りから見

・除法が用いられる場面を式に 法の計算の仕方を考えている。 付け，除法を用いようとして

表したり，式を読み取ったり ・余りのある除法の余りについ いる。（「わり算探し」など）

することができる。 て，日常生活の場面に応じて

・除法と乗法や減法との関係に 考えている。

ついて理解している。 ・「日常生活の問題（単なる文章

・除数と商が共に１位数である 題ではない。情報過多の問題，

除法の計算が確実にできる。 算数以外の教科の問題）」を，

・割り切れない場合に余りを出 除法を活用して解決している。

すことや，余りは除数より小 （いろいろな単元が終わった後

さいことを知っている。 に日常生活の中から，もしく

は他教科等で，除法を適切に

用いて問題解決している）

・簡単な場合について，除数が ・簡単な場合について，除数が ・自分が考えた除法の計算の仕

１位数で商が２位数の除法の １位数で商が２位数の除法の 方について，具体物や図と式

計算の仕方を知っている。 計算の仕方を考えている。 とを関連付けて考えようとし

ている。

(5)「小数とその表し方」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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・端数部分の大きさを表すのに ・小数の大きさについて，図や ・小数でも数の大きさを比べた

小数を用いることを知ってい 数直線を用いて表したり，0.1 り，計算したりできるかどう

る。 の幾つ分かを考えたりして， か考えたことを振り返り，

・小数の表し方及び の位につ 大きさを比べたり，小数の加 0.1の幾つ分と見ることで整
１
｜
10

いて知っている。 法及び減法の計算の仕方を考 数と同じ見方ができることに

・量を測定する単位の構成が， えたりしている。 気付き，次の学習に活用しよ

十進構造になっていることに ・小数やその計算が日常生活に うとしている。

ついて理解している。 も使えることに気付いている。・端数部分の大きさを表すこと

・ の位までの小数の加法及び ができるというよさに気付
１
｜
10
減法の意味について理解し， き，身の回りから，小数が用

それらの計算ができることを いられる場面を見付けようと

知っている。 している。

(6)「分数とその表し方」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・等分してできる部分の大きさ ・同分母どうしの場合は，単位 ・端数部分の大きさを分数を用

や端数部分の大きさを表すの 分数の個数を基に，分子の大 いて表そうとしている。

に分数を用いることを知って きさを比べることができるこ ・数のまとまりに着目し，分数

いる。 とに気付き，分数の大きさを でも数の大きさを比べたり計

・分数が単位分数の幾つ分かで 比べている。 算したりできるかどうかを考

表すことができることを知っ ・単位分数の幾つ分と見ること えようとしている。

ている。 で，整数と同じように処理で ・身の回りから，分数が用いら

・数直線を用いて，0.1と の きることに気付き，同分母の れる場面を見付けようとして
１
｜
10

大きさが等しいことを理解し 分数の加法及び減法の計算の いる。

ている。 仕方を考えている。 ・単位として都合のよい大きさ

・同分母の分数の加法及び減法 ・同分母の分数の加法及び減法 を選ぶことで，小数では表せ

の意味について理解してい の計算の仕方について，日常 ない数も表すことができるよ

る。 生活における場面を基に考え さに気付いている。

・真分数どうしの加法及び減 たり，図に表して考えたりし

法，和が１までの加法とその ている。

逆の減法の計算の仕方を知っ

ている。

(7)「数量の関係を表す式」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・未知の数量を□などを用いて ・数量の関係に着目し，数量の ・数量の関係を図に表したこと

表すことにより，数量の関係 関係を図や□などを用いた式 を振り返り，☐などを用いた

を式で表せることを理解して に，簡潔に表している。 式に表すよさに気付き，□な
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いる。 ・☐などを用いて表した式その どを用いた式を問題解決に活

・未知の数量を□などを用いて ものが，一つの数量を表して 用しようとしている。

表し，その関係を式に表すこ いることに気付き，式と図を

とができる。 関連付けて，式が表している

・未知の数量を□などを用いて 場面の意味を読み取っている。

表した式について，□に数を

当てはめて調べることができ

る。

(8)「そろばん」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・そろばんによる数の表し方に ・そろばんによる大きな数や小 ・そろばんによる数の表し方を

ついて知っている。 数の加法及び減法の計算の仕 振り返り，十進位取り記数法

・そろばんによる簡単な１位数 方を考えている。 の仕組みでそろばんが作られ

や２位数の加法及び減法の計 ているよさに気付き，そろば

算の仕方について知り，計算 んで整数や小数を表したり，

している。 計算したりしようとしてい

る。

Ｂ 図形

(1)「図形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・二等辺三角形，正三角形，直 ・二等辺三角形，正三角形など ・二等辺三角形や正三角形の観

角二等辺三角形の意味や性質 の三角形を観察し，違いに気 察や構成を通して，それらの

を理解している。 付いて分類し，それらの特徴 特徴や性質を見いだそうとし

・二等辺三角形や正三角形を， を見いだしている。 ている。

定規やコンパスを用いて作図 ・二等辺三角形や正三角形を紙 ・二等辺三角形の作図の仕方を

することができる。 で作ったり，作図したりする 振り返り，正三角形の作図に

・二等辺三角形を作図する中 ことを通して，二等辺三角形 活用しようとしている。

で，正三角形が作図できるこ や正三角形の性質を見いだし ・二等辺三角形や正三角形が敷

とに気付いている。 ている。 き詰められることなど，二等

・一つの頂点から出る２本の辺 辺三角形や正三角形のよさに

が作る形を角ということを知 気付き，身の回りの二等辺三

っている。 角形や正三角形が，日常生活

でどのように活用されている

のか調べようとしている。

・円や球について，中心，半径，・円の半径や直径を観察したり ・円と球に関心をもち，特徴を

直径の意味やそれぞれのもつ 作図したりすることを通して， 調べようとしている。
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性質を知っている。 円の半径や直径は無数にある ・身の回りの円や球が，日常生

・コンパスを用いて，円を作図 などの性質を見いだしている。 活でどのように活用されてい

することなどができる。 ・球の観察などを通して，球を るのか調べようとしている。

平面で切ると切り口は円にな

り，球をちょうど半分に切っ

た場合の切り口が最大になる

などの性質を見いだしている。

Ｃ 測定

(1)「量の単位と測定」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・長さの単位（km）及び重さの ・長さ,体積,重さについて， ・長さや重さについて，およそ

単位（ｇ，kg，ｔ）について １kmは1000ｍ，１Ｌは1000mL， の見当を付け，効率的に測定

知り，長さや重さも単位の幾 １kgは1000ｇなどの関係を基 しようとしている。

つ分かで測定できることを理 に，既習の単位を整理し，接 ・長さや重さなどの単位を用い

解している。 頭語が表す倍の関係などに気 て表したことを振り返り，「m」

・ものの長さや重さについて， 付いている。 「c」「k」などの接頭語が共

適切な単位で表すことができ ・メートル法の単位の仕組みを 通に用いられているというメ

る。 活用し，新しい単位に出会っ ートル法の単位の仕組みのよ

・長さや重さについて，およそ たときも類推して量の大きさ さに気付き，身の回りで使わ

の見当を付け計器を適切に選 を考えている。 れている新しい量の単位に出

んで測定することができる。 会ったときも類推してその単

・メートル法の単位の仕組みに 位の大きさや関係について考

ついて理解している。 えようとしている。

(2)「時刻と時間」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・秒について知っている。 ・日常生活の場面について，時 ・１秒や10秒，60秒の感覚を，

・日常生活に必要な時刻や時間 計の模型や数直線を用いて時 手をたたくなどの体験を通し

を求めることができる。 刻や時間の求め方について考 て捉えようとしている。

えている。 ・必要になる時刻や時間を測定

して表したり，必要な時刻や

時間の求め方について考えた

りしようとしている。

・日常生活で時間の単位（秒）

が用いられている場面を調べ

ようとしている。
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Ｄ データの活用

(1)「データの分析」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・日時の観点や場所の観点など ・データをどのように分類整理 ・進んで分類整理し，それを表

からデータを分類整理し，簡 すればよいかについて，解決 や棒グラフに表して読み取る

単な二次元の表に表したり読 したい問題に応じて観点を定 などの統計的な問題解決のよ

んだりすることができる。 めている。 さに気付き，生活や学習に活

・棒グラフで表すと，数量の大 ・身の回りの事象について，表 用しようとしている。

小や差などがとらえやすくな や棒グラフに表し，特徴や傾

ることなど，棒グラフの特徴 向を捉え考えたことを表現し

やその用い方を理解してい たり，複数のグラフを比較し

る。 て相違点を考えたりしている。
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Ⅰ 第４学年

Ａ 数と計算

(1)「整数の表し方」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・億や兆の単位について知ると ・４桁で区切るなど単位のまと ・十進位取り記数法によって，

ともに，４桁ごとに新しい単 まりを考え，９桁を超えるよ 10個の数字でどのような大き

位が用いられていることを理 うな数を読んだり，数の大き な数でも表すことができるよ

解している。 さを比べたりしている。 さに気付き，生活や学習で見

・億や兆を用いる大きな数を， ・これまでに学んだ一，十，百， られる大きな数を進んで理解

十進位取り記数法によって表 千の繰り返しと統合的に捉え， しようとしている。

すことができる。 さらに大きな数についても類

推して考えている。

(2)「概数」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・概数が用いられる場合を知 ・場面を捉えて判断し，目的に ・概数を用いると物事の判断や

り，概数の必要性を理解して 合った概数の処理の仕方を考 処理が容易になるなどのよさ

いる。 えている。 に気付き，目的に応じて自ら

・以上，以下，未満の用語とそ ・日常生活で用いられている数 概数で事象を把握しようとし

の意味について理解してい が，概数で表された数かどう ている。

る。 かを判断し，考察している。 ・生活や学習の場面で，目的に

・四捨五入などについて知り， 応じて計算の結果を見積もろ

四捨五入などをして数を概数 うとしている。

にすることができる。

・目的に応じて，和，差，積，

商を概数で見積もることがで

きる。

(3)「整数の除法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・除数が１位数や２位数で被除 ・除数が１位数や２位数で被除 ・(何十)÷(何十)の計算を十を

数が２位数や３位数の場合の 数が２位数や３位数の場合の 単位として考えれば一位数の

除法の計算が，基本的な計算 除法の計算の仕方を考えてい 計算として求められるという

を基にしてできることを理解 る。 よさに気付いている。

している。 ・除法に関して成り立つ性質を ・除法に関して成り立つ性質を

・除数が１位数や２位数で被除 見いだし，その性質を活用し 活用して，工夫して計算しよ

数が２位数や３位数の場合の て計算の仕方を考えたり計算 うとしている。
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除法の筆算の仕方について理 の確かめをしたりしている。 ・暗算を，筆算や見積りに生か

解している。 し，主体的に計算の仕方を考

・除数が１位数や２位数で被除 えようとしている。

数が２位数や３位数の場合の

除法の計算が確実にできる。

・除法を用いる場合を知り，適

切に用いることができる。

・簡単な除法について，暗算で

答えを求めることができる。

・用語「商」を知り，整数の除

法において，被除数，除数，

商及び余りの間の関係につい

て理解している。

・除法に関して成り立つ性質に

ついて理解している。

(4)「小数とその計算」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・ある量の何倍かを表すのに小 ・端数部分の大きさを小数で表 ・小数の桁の範囲が拡張されて

数を用いることができること すとき，0.1の単位をつくった も同じ十進位取り記数法の仕

を知り，拡張した倍の意味を ときの考えを基に，0.01の単 組みで表されることを学んだ

理解している。 位をつくることを考えている。 ことから，さらに小さい小数

・ の位， の位と範囲が拡 ・ の位までの小数の加法及 の位についても考えようとし
１
｜

１
｜

１
｜

10 100 100
張された小数を知り，小数が び減法の計算の仕方を，整数 ている。

整数と同じ仕組みで表されて の計算の仕方などと関連付け ・小数も，整数と同じように十

いることを知っている。 て考えている。 進位取り記数法の仕組みで表

・1.2を0.1が12個集まった数と ・乗数や除数が整数である場合 されているから同じように計

みるなど，数の相対的な大き の小数の乗法及び除法の計算 算できるというよさに気付

さから，小数をとらえること の仕方を，整数の計算の仕方 き，小数の計算の仕方を考え

ができる。 と関連付けて考えている。 ようとしている。

・小数の加法及び減法について ・小数やその計算が日常生活に

の理解を深めている。 も使えることに気付いている。

・ の位までの小数の加法及
１
｜
100
び減法の計算ができる。

・乗数や除数が整数である場合

の小数の乗法及び除法の意味

について理解している。

・乗数や除数が整数である場合
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の小数の乗法及び除法の計算

ができる。

・整数を整数で割って商が小数

になる除法について，商の意

味を理解している。

(5)「分数とその加法及び減法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・数直線に示された分数を観察 ・分数の大きさを，数直線や図 ・１より小さい分数の意味をも

し，表し方が違っても大きさ などで表したり，分数が表さ とにして，１より大きい分数

の等しい分数があることに気 れた数直線や図を読み取った の意味や，同分母の分数の加

付き，見つけることができる。 りして，分数の大きさについ 法及び減法の計算の仕方につ

・数直線や図を用いて，分数の て判断したり表現したりして いて考えようとしている。

大きさを表すことができる。 いる。

・真分数，仮分数，帯分数の意 ・同分母の分数の加法及び減法

味について理解している。 の計算の仕方を，日常生活に

・１より大きい分数を仮分数で おける場面や単位分数の個数

も帯分数でも表すことができ に着目して考えている。

る。

・同分母の分数の加法及び減法

の計算ができる。

(6)「数量の関係を表す式」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・一つの数量を表すのに（ ） ・数量と数量の間の関係を考え ・式や公式のよさに気付き，数

を用いることや乗法，除法を る際に，幾つもの数量の組を 量の関係を簡潔に表現した

用いて表された式が一つの数 使って，共通するきまりや関 り，式の意味を読み取ろうと

量を表すことなどを理解して 係を考え，見いだしている。 している。

いる。 ・式の意味を読み，具体的な場

・乗法，除法を加法，減法より 面や思考の筋道を考えている。

先に計算することや（ ）の

中を先に計算することなどの

きまりがあることを理解して

いる。

・公式が一般的な数量の関係を

表していることなど，公式に

ついての考え方を理解してい

る。
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・数量の関係を式で簡潔に表し

たり，式を読み取ったりする

ことができる。

・四則の混合した式や（ ）を

用いた式について正しく計算

することができる。

・公式を用いて数量の関係を表

したり，公式の言葉で表され

ているものにいろいろな数を

当てはめることができる。

・数量を□，△などを用いて表

し，その関係を式にしたり，

□，△などに数を当てはめて

調べたりすることができる。

・□，△などを用いた式におい

て，□，△などは変量を表す

ことを理解している。

・□，△を用いた式では，□，

△の一方の大きさが決まれ

ば，それに伴って，他方の大

きさが決まることを理解して

いる。

(7)「計算に関して成り立つ性質」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・□，△などの記号を用いて， ・交換法則，結合法則，分配法 ・整数や小数の計算に，計算に

交換法則，結合法則，分配法 則を用いて計算を簡単に行う 関して成り立つ性質を用いる

則を一般的な式に表すことが ことを考えている。 と計算を簡単にすることがで

できる。 ・交換法則，結合法則，分配法 きる場合があることなど，計

・計算の範囲を整数から小数に 則が整数だけでなく小数につ 算に関して成り立つ性質のよ

広げても，交換法則，結合法 いて成り立つことを，図など さに気付き，工夫して計算し

則，分配法則が成り立つこと を用いて考えている。 ようとしている。

を理解している。

・□，△などを用いた式では，

「同じ記号には同じ数が入る」

ことを理解している。

(8)「そろばんを用いた数の表し方と計算」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・そろばんを用いて，簡単な億 ・そろばんを用いた大きな数や ・そろばんによる簡単な計算の

や兆の単位までの整数や 小数の計算の仕方を考えてい 仕方を振り返り，そろばんの
１
｜
100

の位までの小数の加法及び減 る。 仕組みのよさに気付き，大き

法の計算をしている。 な数や小数の計算の仕方を考

えようとしている。

Ｂ 図形

(1)「平面図形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・直線の平行や垂直の関係につ ・図形を構成する要素及びそれ ・身の回りから平行や垂直にな

いて理解し，平行な二直線や らの位置関係に着目し，構成 っている二直線や平行四辺

垂直な二直線をかくことがで の仕方を考察し図形（平行四 形，ひし形，台形を見付け，

きる。 辺形，ひし形，台形）の性質 どのような性質を活用してい

・平行四辺形，ひし形，台形の を見いだしている。 るかを考え，そのよさに気付

意味や性質（，対角線）につ ・四角形（平行四辺形，ひし形， いている。

いて知り，かくことができる。 台形）について，かき方を考 ・平行四辺形，ひし形，台形で

えている。 平面を敷き詰める活動を通し

・見いだした図形の性質を基に， て，これらの図形が平面を敷

既習の図形（正方形，長方形） き詰めることができるという

を捉え直している。 よさやできた模様の美しさに

気付いている。

(2)「立体図形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・立方体や直方体について知 ・図形を構成する要素及びそれ ・日常生活で見いだされる立方

り，立方体や直方体の構成要 らの位置関係に着目して立体 体や直方体について，どのよ

素や，それらの位置関係につ 図形を仲間分けし，立方体や うな性質を活用しているかを

いて理解している。 直方体の性質を考察している。 考え，そのよさに気付いてい

・立方体や直方体の見取図をか ・立方体や直方体を展開図とし る。

いたり，それらの見取図を見 て平面上に表現する仕方を考

て，構成要素の垂直や平行の 察し，見いだした立体図形の

関係を読み取ったりすること 性質や構成要素の位置関係な

ができる。 どを根拠にして，展開図のそ

・立方体や直方体の展開図をか れぞれの面の位置や大きさに

き，構成することができる。 ついて表現している。

・日常の事象を図形の性質を用

いて捉え直している。
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(3)「ものの位置」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・平面の上や空間の中にあるも ・平面の上や空間の中でのもの ・数を使うとものの位置が簡潔

のの位置を表す際，平面上で の位置を表すには，基準を決 に表されるよさに気付き，ホ

は二つの要素が必要で，空間 めることや方向を表す言葉や ールや乗り物の座席など生活

の中では三つの要素が必要で 記号が必要であることに気付 で使われている場面を調べる

あることを理解している。 いている。 など，生活や学習に生かそう

・平面の上でのものの位置を二 ・直線や平面の上でのものの位 としている。

つの要素で表したり，空間の 置の表し方から類推して，空

中でのものの位置を三つの要 間の中でのものの位置の表し

素で表したりすることができ 方を考えている。

る。

(4)「平面図形の面積」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・面積の単位（平方センチメー ・面積の単位や図形を構成する ・面積の大きさを数値化して表

トル（cm2），平方メートル 要素に着目し，正方形及び長 すことのよさに気付き，面積

（m2），平方キロメートル 方形の面積の計算による求め を調べる際に活用しようとし

（km2）ついて知り，測定の 方を考えている。 ている。

意味について理解している。 ・長方形を組み合わせた図形の ・長方形を組み合わせた図形の

・必要な部分の長さを用いるこ 面積の求め方を，図形の構成 面積の求め方について，多面

とで，正方形や長方形の面積 の仕方に着目して考えている。 的に捉え検討してよりよいも

は計算によって求めることが ・面積の単位とこれまでに学習 のを求めて粘り強く考えてい

できることを理解している。 した単位との関係を考察して る。

・正方形や長方形の面積を公式 いる。

を用いて求めることができ

る。

(5)「角の大きさ」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・角の大きさを回転の大きさと ・角の大きさを加法的に見たり ・角の大きさの学習を生かし，

して捉え，その単位（度（°）） 乗法的に見たりするなど，柔 身の回りにある図形を角の大

について知り，測定の意味に 軟に考えている。 きさに着目して捉えようとし

ついて理解している。 ・角の大きさを根拠にして図形 ている。

・角が90ﾟより大きいか小さい を判断したり，それを表現し

かを判断するなどして，分度 たりするなどして図形を考察

器を用いて角の大きさを測定 している。
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したり，必要な大きさの角を

作ったりすることができる。

Ｃ 変化と関係

(1)「伴って変わる二つの数量」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・身の回りから伴って変わる二 ・身の回りの数量から，それに ・関数の考えや統計的な見方の

つの数量を見付け数量の関係 伴って変わると考えられる別 よさに気付き，進んで生活や

の変化の特徴を見いだしてい の数量を見付け，一方の数量 学習に活用しようとしてい

る。 を決めれば他の数量が決まる る。

・折れ線グラフに表された伴 かどうか，あるいは一方の数 ・表やグラフ，式に表された変

って変わる二つの数量の変化 量は他の数量の変化に伴って 化や対応の特徴を振り返り，

の特徴について読み取ること 変化するか，というような関 それぞれの表し方のよさに気

ができる。 係について考えている。 付き，さらに考察を進めよう

・伴って変わる二つの数量の関 ・伴って変わる二つの数量の関 としている。

係を明確にするために，資料 係を表に整理して，変化や対

を表に表したりグラフを用い 応の特徴を考察している。

て表したりすることができ ・対応の特徴を式に表して表現

る。 したり，変化の様子を折れ線

・折れ線グラフを用いると，伴 グラフに表して考察したりし

って変わる二つの数量の変化 ている。

の様子をわかりやすく表すこ

とができることを理解してい

る。

(2)「二つの数量の関係」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・簡単な場合について，ある二 ・日常の事象における数量の関 ・簡単な場合について，ある二

つの数量の関係と別の二つの 係に着目し，図や式などを用 つの数量の関係と別の二つの

数量の関係とを比べる場合 いて，ある二つの数量の関係 数量の関係との比べ方を，場

に，割合がいつでも変わらな と別の二つの数量の関係との 面に即して判断したり，生活

い場合は，割合を用いて比べ 比べ方を考察し，場面にあっ や学習に活用したりしようと

ることを知り，割合を用いて た比べ方を判断している。 している。

比べることができる。

Ｄ データの活用

(1)「データの収集とその分析」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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・資料を分析するとき，二つの ・目的に応じて，観点を考えて ・データを収集したり分析した

観点から分類整理する方法を 必要なデータを集めている。 りした過程を振り返り，より

知っている。 ・問題を解決するために適切な よい表現や結論の出し方を考

・資料を，二つの観点から落ち 表やグラフを選択してデータ えている。

や重なりがないように分類整 の特徴や傾向を捉え問題に対 ・統計的な問題解決のよさに気

理して表に表すことができ する結論を考えている。 付き，生活や学習に活用しよ

る。 うとしている。

・時系列データについて折れ線

グラフに表して時間的変化を

読み取ることができる。

・紙面の大きさや目的に応じて

一目盛りの大きさをきめるこ

とができる。

・複数系列のグラフや組み合わ

せたグラフを読み取ることが

できる。
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Ⅴ 第５学年

Ａ 数と計算

(1)「整数の性質及び整数の構成」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・偶数と奇数について知ってい ・乗法及び除法に着目し，観点 ・偶数，奇数や倍数，約数など

る。 を決めて整数を類別する仕方 の求め方を考えたことを振り

・整数は，観点を決めると偶数， を考えている。 返り，それらのよさに気付き，

奇数に類別されることを知っ ・乗法及び除法に着目し，倍数 学習したことを生活や学習に

ている。 や約数などの求め方を考えて 活用しようとしている。

・約数，公約数，最大公約数， いる。

倍数，公倍数，最小公倍数に ・数の構成について，ある数の

ついて知り，それらを求める 約数や倍数の全体をそれぞれ

ことができる。 一つの集合としてとらえ，考

察している。

・偶数，奇数や倍数，約数など

を，日常生活や算数の学習の

問題解決に生かしている。

(2)「整数及び小数の表し方」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・整数や小数について，ある数 ・整数や小数の表し方の仕組み ・整数と小数が同じ十進位取り

の10 倍，100 倍，1000 倍， に着目し，数の相対的な大き 記数法で表されていることの

， などの大きさの数を， さを考察し，十進位取り記数 よさに気付き，学習したこと
１
｜
１
｜

10 100
小数点の位置を移してつくる 法としてまとめ，計算などに を生活や学習に活用しようと

ことができる。 有効に生かしている。 している。

(3)「小数の乗法及び除法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・乗数や除数が小数である場合 ・乗数や除数が小数である場合 ・学習したことをもとに，小数

の乗法及び除法の意味につい まで数の範囲を広げて，小数 の乗法及び除法の計算の仕方

て，乗数や除数が整数である を用いた倍の意味などをもと を考えたり，計算の仕方を振

場合の計算の考え方を基にし に，乗法及び除法の意味を捉 り返り多面的に考え検討した

て，理解している。 え直している。 りしようとしている。

・ の位までの小数の乗法及 ・小数の乗法及び除法について，・小数の乗法及び除法の計算の
１
｜
100
び除法の計算ができる。 小数の意味や表現をもとにし 仕方を振り返り，筆算での処

・小数の除法の計算における余 たり，乗法及び除法に関して 理に生かそうとしている。

りの大きさについて理解して 成り立つ性質を用いたりして，（・小数の乗法及び除法の計算
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いる。 計算の仕方を多面的に考えて に，乗法及び除法に関して成

・小数の乗法及び除法につい いる。 り立つ性質などが有効に働い

て，整数の場合と同じ関係や ・小数の乗法及び除法の計算を ていることのよさに気付き，

法則が成り立つことを理解し 用いて，日常生活の問題を解 学習に活用しようとしてい

ている。 決している。 る。）

(4)「分数」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・整数及び小数を分数の形に直 ・分数の性質に基づいて，数の ・整数の除法の結果を分数で表

したり，分数を小数で表した 相等及び大小関係について考 すことによって計算の結果を

りできる。 察している。 いつでも一つの数で表すこと

・整数の除法の結果を分数を用 ・整数の除法の結果を分数で表 ができるというよさに気付

いて一つの数として表すこと すことができることを見いだ き，学習したことを，生活や

ができることを理解してい し，分数の意味を拡張して考 学習に活用しようとしてい

る。 えている。 る。

・一つの分数の分子及び分母に

同じ数を乗除してできる分数

は，元の分数と同じ大きさを

表すことを理解している。

・分数を約分することができ

る。

・分数の相等及び大小について

知り，通分することで，分数

の大小を比べることができ

る。

(5)「分数の加法及び減法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・異分母の分数の加法及び減法 ・異分母の分数の加法及び減法 ・一つの分数の分子及び分母に

の計算ができる。 について，分数の意味や表現 同じ数を乗除してできる分数

をもとにしたり，一つの分数 は，元の分数と同じ大きさを

の分子及び分母に同じ数を乗 表すことなど，学習したこと

除してできる分数は，元の分 をもとに，異分母の分数の加

数と同じ大きさを表すことを 法及び減法の計算の仕方を考

用いたりして，計算の仕方を えたり，計算の仕方を振り返

考えている。 り多面的に検討したりしよう

としている。
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(6)「数量の関係を表す式」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・式の中にある二つの数量の対 ・簡単な式で表されている関係 ・簡単な式で表されている関係

応や変化の特徴について，表 について，二つの数量の対応 について，二つの数量の対応

を用いて調べたり，二つの数 の関係を表にまとめ，伴って の関係を表にまとめ，伴って

量の関係を言葉の式で表した 変わる二つの数量の変化の仕 変わる二つの数量の変化の仕

りすることができる。 方について考察している。 方について，考察しようとし

・数量の関係や法則などを簡潔 ・表に示された二つの数量の変 ている。

かつ一般的に表すという式の 化の仕方を基に，対応の関係 ・表に示された二つの数量の変

役割について理解している。 を見いだし，簡単な式に表現 化の仕方を基に，対応の関係

している。 を見い出し，簡単な式に表現

しようとしている。

Ｂ 図形

(1)「平面図形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・図形の形や大きさが決まる要 ・図形が｢決まる｣という意味を ・図形の形や大きさが決まる要

素について理解している 理解し，合同な三角形につい 素について考えたことを振り

・図形の合同について理解して て，能率的なかき方を考え， 返り，それらのよさに気付き，

いる。 合同な三角形をかくために必 学習したことを生活や学習に

・合同な図形では，対応する辺 要な構成要素を見いだしてい 活用しようとしている。

の長さ，対応する角の大きさ る。

がそれぞれ等しいことを理解

している。

・二つの合同な図形について，

ずらしたり，回したり，裏返

したりして置かれた場合で

も，その位置に関係なく，辺

と辺，角と角の対応を付ける

ことができる。

・合同な三角形を，対応する辺

の長さや角の大きさに着目

し，作図することができる。

・三角形の三つの角の大きさの ・三角形の三つの角の大きさの ・三角形や四角形など多角形に

和が180ﾟになることや，四角 和が180ﾟであることを帰納的 ついての簡単な性質について

形の四つの角の大きさの和が に見いだしている。 考えたことを振り返り，それ

360ﾟになることを理解してい ・四角形の四つの角の大きさの らのよさに気付き，学習した

る。 和が360ﾟになることや五角形 ことを生活や学習に活用しよ
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・四角形の四つの角の大きさの の五つの角の大きさ和が540° うとしている。

和は，三角形の三つの角の大 になることを，三角形の三つ

きさの和を基にすれば求めら の角の大きさの和が180ﾟであ

れることを理解している。 ることを基に，演繹的に考え

ている。

・多角形や正多角形について知 ・円と組み合わせることで，正 ・円周率について考えたことを

り，平面図形についての理解 多角形を作図する方法を考え 振り返り，そのよさに気付き，

を深めている。 ている。 学習したことを生活や学習に

・円と組み合わせることで，正 ・円と組み合わせることで，正 活用しようとしている。

六角形などを作図することが 多角形の性質を見いだしてい

できる。 る。

・どの円についても（円周）÷ ・内接する正六角形と外接する

（直径）の値が一定であるこ 正方形との関係を用いて，円

とや，その値を円周率という 周は直径の３倍より大きく４

こと，円周率は3.14を用いる 倍より小さいことを見いだし

ことなどを理解している。 ている。

・円周率を用いて，円の直径か

ら円周を求めたり，円周から

直径を求めたりすることがで

きる。

(2)「立体図形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・角柱や円柱について知り，角 ・立体図形について，その違い ・基本的な角柱や円柱を構成す

柱や円柱の構成要素や，辺や に気付き角柱，円柱などに分 る要素に着目し，図形の性質

面の位置関係について理解し 類し，分類した立体図形の性 を見いだし，その性質を基に

ている。 質を見いだしている。 既習の図形を捉え直したこと

・角柱や円柱の見取図や展開図 ・立方体や直方体を角柱として を振り返り，それらのよさに

をかくことができる。 捉え直している。 気付いている。

・角柱や円柱を展開図を基に構 ・辺や面のつながりや位置関係 ・身の回りから，角柱や円柱を

成することができる。 に着目して，角柱や円柱を構 見付けようとしている。

成したり，角柱や円柱の見取 ・角柱や円柱を構成したり，角

図や展開図をかいたりする方 柱や円柱の見取図や展開図を

法を考えている。 かいたりしようとしている。

(3)「平面図形の面積」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・必要な部分の長さを用いるこ ・三角形，平行四辺形，ひし形， ・求積可能な図形に帰着させて
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とで，三角形，平行四辺形， 台形の面積の求め方を，求積 考えると面積を求めることが

ひし形，台形の面積は計算に 可能な図形の面積の求め方を できるというよさに気付き，

よって求めることができるこ 基に考えている。 三角形，平行四辺形，ひし形，

とを理解している。 ・見いだした求積方法や式表現 台形の面積を求めようとして

・三角形，平行四辺形，ひし形， を振り返り，簡潔かつ的確な いる。.

台形の面積を公式を用いて求 表現を見いだしている。 ・見いだした求積方法や式表現

めることができる。 を振り返り，簡潔かつ的確な

表現に高めようとしている。

(4)「立体図形の体積」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・立方体や直方体の体積を公式 ・体積の単位や図形を構成する ・立方体や直方体の体積につい

を用いて求めることができ 要素に着目し，立方体や直方 ても，単位の大きさを決める

る。 体の体積の計算による求め方 と，その幾つ分として数値化

・体積の単位（㎝３, m３）につ を考えている。 できるというよさに気付き，

いて知り，測定の意味につい ・体積の単位とこれまでに学習 学習したことを基に，立方体

て理解している。 した単位との関係を考察して や直方体の体積の公式を導き

・必要な部分の長さを用いるこ いる。 だそうとしたり，生活や学習

とで，立方体や直方体の体積 に活用しようとしたりしてい

は計算によって求めることが る。

できることを理解している。

Ｃ 変化と関係

(1)「伴って変わる二つの数量」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・簡単な場合について，「一方 ・求めたい数量に対して，一方 ・求めたい数量に対して，伴っ

が２倍，３倍，４倍，…にな の数量を決めれば他方の数量 て変わる数量の変わり方に関

れば，他方も２倍，３倍，４ が決まるか，あるいは伴って 心をもち，特徴を見いだすこ

倍，…になる」という比例の 一定のきまりで変化するかを とのよさに気付き，学習した

関係があることを知ってい 観察することで，それと関係 ことを基に，生活や学習に活

る。 のある他の数量を見いだして 用しようとしている。

・乗法の場面について，「一方 いる。

が２倍，３倍，４倍，…にな ・伴って変わる二つの数量の関

れば，他方も２倍，３倍，４ 係を表や式を用いて表し，数

倍，…になる」などのように 量の間の変化や対応の特徴を

言葉を用いて表すことができ 考察して規則性などを見いだ

る。 している。
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(2)「異種の二つの量の割合として捉えられる数量」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準

（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・異種の二つの量の割合として ・異種の二つの量の割合として ・異種の二つの量の割合として

捉えられる数量について，そ 捉えられる数量の関係に着目 捉えられる数量の関係に着目

の比べ方や表し方について理 し，目的に応じた，大きさの し，単位量当たりの大きさを

解している。 比べ方や表し方を考えている。 用いて比べることのよさに気

・単位量当たりの大きさについ ・日常生活の問題（Ｂ活用問題） 付き，学習したことを生活や

て理解している。 を，単位量当たりの大きさを 学習に活用しようとしてい

・異種の二つの量の割合で捉え 活用して解決している。 る。

られる速さや人口密度などを ・単位量当たりの大きさを活用

比べたり表したりすることが できる場面を身の回りから見

できる。 付けようとしている。

(3)「二つの数量の関係」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・ある二つの数量の関係と別の ・日常の事象において，比べる ・二つの数量の関係に着目し，

二つの数量の関係とを比べる 対象を明確にし，比べるため 割合を用いて比べることのよ

場合に割合を用いて表すこと に必要となる二つの数量の関 さに気付き，学習したことを

ができることを理解してい 係を，比例関係を前提に，割 生活や学習に活用しようとし

る。 合でみてよいかを判断し，二 ている。

・百分率の意味について理解 つの数量の関係に着目し，問

し，百分率を用いて表すこと 題の条件や割合の求め方を基

ができる。 に，基準量と，比較量を筋道

・比較量と基準量から割合を求 立てて見いだしている。

めたり，基準量と割合から比 ・日常生活の二つの数量の関係

較量を求めたり，比較量と割 を考察する問題場面において，

合から基準量を求めたりする 割合の大小から判断したり，

ことができる。 割合を用いた計算結果によっ

て問題を解決したりした後，

考察によって得られた結果を

日常の事象に戻してその意味

を考え，必要に応じて考察の

方法や表現方法を見直してい

る。

Ｄ データの活用

(1)「データの収集とその分析」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・円グラフや帯グラフの特徴と ・身近な題材から解決すべき問 ・データを収集したり分析した

それらの用い方を理解してい 題を設定し，計画を立て，先 りした過程を振り返り，より

る。 を見通して観点を考えて必要 よい表現や結論の出し方を考

・円グラフや帯グラフを用いて なデータを集めている。 えている。

表したり，円グラフや帯グラ ・問題を解決するために適切な ・統計的な問題解決のよさに気

フを読み取ったりすることが 表やグラフを選択してデータ 付き，生活や学習に活用しよ

できる。 の特徴や傾向を捉え問題に対 うとしている。

・「問題-計画-データ-分析-結 する結論を考えている。

論」といった統計的な問題解 ・結論や集めたデータなどに対

決の方法を知っている。 し，別の観点から見直したり

再整理したりしている。

(2)「測定した結果を平均する方法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・平均は，幾つかの数量を同じ ・身の回りにある事柄について，・より信頼できる値を求めるた

大きさの数量にならすことで より信頼できる値を求めるた めに平均を用いるよさに気付

あることを理解している。 めに，得られた測定値を平均 き，測定値を平均する方法を

・測定値を平均する方法を理解 する方法を考えている。 用いることができる場面を身

している。 ・日常生活の問題（Ｂ活用問題） の回りから見付けようとして

を，測定値を平均する方法を いる。

用いて解決している。
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Ⅵ 第６学年

Ａ 数と計算

(1)「分数の乗法及び除法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・乗数や除数が整数や分数であ ・分数の乗法及び除法について，・学習したことをもとに，分数

る分数の乗法及び除法の意味 数の意味と表現をもとにした の乗法及び除法の計算の仕方

について，小数の乗法及び除 り，乗法及び除法に関して成 を考えたり，計算の仕方を振

法の計算の考え方を基にし り立つ性質を用いたりして， り返り多面的に捉え検討した

て，理解している。 計算の仕方を多面的に捉え考 りしようとしている。

・分数の乗法及び除法の計算が えている。 ・整数や小数の乗法や除法を分

できる。 ・逆数を用いて除法を乗法とし 数の乗法の計算にまとめるこ

・分数の乗法及び除法につい てみたり，整数や小数の乗法 とができるよさに気付き，学

て，整数の場合と同じ関係や や除法を分数の場合の計算に 習に活用しようとしている。

法則が成り立つことを理解し まとめたりしている。

ている。

(2)「数量の関係を表す式」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・数量を表す言葉や□，△など ・問題場面の数量の関係を，簡 ・問題解決に文字を用いた式を

の代わりに，a，x などの文 潔かつ一般的に表現したり， 活用することで，数量の関係

字を用いて式に表すことがで 式の意味を読み取ったりして や自分の思考過程を簡潔に表

きる。・文字に数を当てはめ いる。 現できるよさに気付いてい

て調べる活動などを通して， ・文字には，整数だけでなく， る。

文字には，小数や分数も整数 小数や分数も当てはめること ・文字を用いた式を，進んで生

と同じように当てはめること ができることを用いて数の範 活や学習に活用しようとして

ができることを理解してい 囲を拡張して考えている。 いる。

る。

Ｂ 図形

(1)「平面図形」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・縮図や拡大図について，その ・図形間の関係を考察し，縮図 ・縮図や拡大図を簡潔・明瞭・

意味や，対応する角の大きさ や拡大図の性質を見いだして 的確に描こうとしたり，実際

は全て等しく，対応する辺の いる。 には測定しにくい長さの求め

長さの比はどこも一定である ・縮図や拡大図の性質をもとに 方を工夫して考えたりしてい

などの性質を理解している。 して，縮図や拡大図のかき方 る。

・方眼紙のます目を用いたり， を考えている。 ・実際には測定しにくい長さを
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対応する角の大きさは全て等 ・縮図や拡大図を活用して，実 縮図や拡大図を用いると解決

しく，対応する辺の長さの比 際には測定しにくい長さの求 できるというよさに気付いて

はどこも一定であることを用 め方を考えている。 いる。

いて，縮図や拡大図をかくこ ・縮図や拡大図を，身の回りか

とができる。 ら見付けようとしている。

・線対称な図形について，１本 ・対称という観点から既習の図 ・対称な図形を，簡潔・明瞭・

の直線を折り目として折った 形を捉え直し，図形を分類整 的確に描こうとしている。

とき，ぴったり重なる図形で 理したり，分類した図形の特 ・均整のとれた美しさ，安定性

あることや，対応する点を結 徴を見いだしたりしている。 など対称な図形の美しさに気

ぶ線分は，対称の軸によって ・図形を構成する要素の関係を 付いている。

垂直に二等分されることなど 考察し，線対称や点対称の図 ・対称な図形を，身の回りから

を理解している。 形の性質を見いだしている。 見付けようとしている。

・点対称な図形について，対称 ・線対称や点対称の図形の性質

の中心Ｏを中心にして180度 をもとにして，線対称や点対

回転したときに重なり合う図 称な図形のかき方を考えてい

形であり，対応する点を結ぶ る。

線分は全て，対称の中心を通

り，その中心によって二等分

されることなどを理解してい

る。

・線対称な図形や点対称な図形

をかくことができる。

(2)「身の回りにある形の概形やおよその面積など」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準

（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・身の回りにある形について， ・身の回りにある図の面積や体 ・身の回りにある形について，

これまでに求積してきた基本 積を測定する際に，これまで その概形をとらえて，およそ

的な図形と捉えたり，それら に学習してきた基本的な図形 の面積を求めようとしてい

の図形に分割した形として捉 と対応させ，筋道を立てて考 る。

えたりすることで，およその えている。

面積や体積を求めることがで

きることを理解している。

・身の回りにある形について，

その概形を捉え，目的に応じ

て，適切な桁数の計算をし，

およその面積や体積を求める

ことができる。
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(3)「平面図形の面積」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・円の面積は，（半径）×（半 ・円の面積の求め方について， ・円の面積を求める公式をつく

径）×（円周率）で求めるこ 図形を構成する要素などに着 る際に，簡潔かつ的確な表現

とができることを理解し，円 目して，既習の求積可能な図 に高めようとしている。

の面積を求めることができ 形の面積の求め方を基に考え ・半径の長さがわかれば，公式

る。 たり，説明したりしている。 にあてはめることで円の面積

・公式が半径を一辺とする正方 ・円の面積を求める式を読み， を求めることができるという

形の面積の3.14 倍を意味し もとの円のどこの長さに着目 よさに気付いている。

ていることを，図と関連付け すると面積を求めることがで ・円の面積の求め方を，進んで

て理解している。 きるのかを振り返って考え， 生活や学習に活用しようとし

簡潔かつ的確な表現に高めな ている。

がら，公式を導いている。

(4)「立体図形の体積」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・角柱や円柱の体積について， ・角柱，円柱の体積の求め方に ・角柱，円柱の体積を求める公

立方体や直方体の場合の体積 ついて，図形を構成する要素 式をつくる際に，簡潔かつ的

の求め方を基にして，計算に などに着目して，既習の立方 確な表現に高めようとしてい

よって求めることができるこ 体，直方体の体積の求め方を る。

とを理解している。 基にしたり，図形の面積の学 ・底面積と高さがわかれば，公

・角柱や円柱の体積は，（底面 習と関連付けたりして考えて 式に当てはめることで角柱や

積）×（高さ）で求めること いる。 円柱の体積を求めることがで

ができることを理解し，角柱 ・体積の求め方を振り返り，式 きるというよさに気付いてい

や円柱の体積を求めることが から，どんな角柱も円柱も，（底 る。

できる。 面積）×（高さ）で求めるこ ・角柱，円柱の体積の求め方を，

とができることに気付き，公 進んで生活や学習に活用しよ

式として捉え直している。 うとしている。

Ｃ 変化と関係

(1)「伴って変わる二つの数量」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・比例の意味として，二つの数 ・伴って変わる二つの数量につ ・生活や学習に，比例が活用で

量Ａ，Ｂがあり，一方の数量 いて，比例の関係にある数量 きる場面を見付け，能率のよ

が２倍，３倍，４倍，…と変 を見いだしている。 い処理の仕方を求め，積極的

化するのに伴って，他方の数 ・比例の関係を用いて問題を解 に比例の関係を生かしていこ

量も２倍，３倍，４倍，…と 決する際に，目的に応じて， うとしている。
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変化し，一方が， ， ， ， 式，表，グラフなどの適切な ・目的に応じて適切な表現を用
１
｜
２
１
｜
３
１
｜
４

…と変化するのに伴って，他 表現を選択して，変化や対応 いるなど，式，表，グラフの

方も， ， ， ，…と変化 の特徴を見いだしている。 表現の特徴やそのよさに気付
１
｜
２

１
｜
３

１
｜
４

することを理解している。 ・日常生活や算数の学習などの いている。

・二つの数量の対応している値 比例が活用できる場面におい （・問題解決の方法や結果を評

の商に着目すると，それがど て，比例の関係を生かして問 価し，必要に応じて，目的に

こも一定になっていることを 題を解決している。 より適したものに改善してい

理解している。 （・比例を用いた問題解決の方 こうとしている。）

・比例の関係を表す式が，y ＝ 法や結果を評価し，必要に応

（決まった数）× xという形 じて，目的により適したもの

で表されることや，グラフが に改善している。）

原点を通る直線として表され

ることを理解している。

・比例の関係を利用すること

で，手際よく問題を解決でき

る場合があることや，比例の

関係を用いて問題を解決して

いく方法を知っている。

・反比例の意味として，比例の

場合に対応して，二つの数量

Ａ，Ｂがあり，一方の数量が

２倍，３倍，４倍，…と変化

するのに伴って，他方の数量

は ， ， ，…と変化し，
１
｜
２

１
｜
３

１
｜
４

一方が， ， ， ，…と変
１
｜
２

１
｜
３

１
｜
４

化するのに伴って，他方は，

２倍，３倍，４倍，…と変化

することを知っている。

・二つの数量の対応している値

の積に着目すると，それがど

こも一定になっているという

ことを知っている。

・反比例の関係を表す式が，x

× y＝（決まった数）という

形で表されることや，グラフ

について，比例のグラフとの

違いを知っている。
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(2)「二つの数量の関係」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・二つの数量の大きさを比較し ・二つの数量の関係を，比例の ・生活や学習に，比が活用でき

その割合を表す場合に，簡単 関係を前提に，割合でみてよ る場面を見付けたり，生かし

な整数などの組を用いて表す いかを判断している。 たりしながら，比による数量

ことを理解している。 ・二つの数量の関係について， の関係への着目の仕方に親し

・数量の関係を比で表すことが 大きさを比較し，その割合を んでいる。

できる。 簡単な整数の組として表して ・二つの数量の関係を捉える際

・比の値を用いて，等しい比か いる。 に，整数の組で捉えた方が，

どうかを確かめられることを ・目的に応じて，図や式を関連 数量の関係が見やすかった

理解し，等しい比をつくるこ 付けたり用いたりしながら， り，処理がしやすかったりす

とができる。 数量の関係を考察し，結論を る場合があるという比のよさ

導いている。 に気づいている。

Ｄ データの活用

(1)「データの収集とその分析」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・平均値，中央値，最頻値など ・身の回りにある不確定な事象 ・データを収集したり分析した

の代表値の意味や求め方を理 から統計的に解決する問題と りした過程を振り返り，より

解している。 して設定し，計画を立て，デ よい表現や結論の出し方を考

・度数分布を表す表やドットプ ータの集め方や分析の仕方を えている。

ロットや柱状グラフの特徴及 見通して必要なデータを集め ・統計的な問題解決のよさに気

びそれらの用い方を理解して ている。 付き，生活や学習に活用しよ

いる。 ・データの種類や項目の数を考 うとしている。

・目的に応じてデータを収集し え，目的に応じて表やグラフ

たり適切な手法を選択したり に表し，代表値や全体の分布

するなど，統計的な問題解決 の様子から，問題に対する結

の方法を知っている。 論を判断している。

・結論や問題解決の過程が妥当

であるかどうかを，別の観点

や立場から批判的に考察して

いる。

(2)「起こり得る場合」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・順序や組み合わせなどの事象 ・落ちや重なりなく調べるため ・図，表などを用いて表すなど

について，落ちや重なりがな に，観点を決め，順序よく整 の工夫をしながら，落ちや重

いように，図や表などを用い 理して考えている。 なりがないように，順序よく
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て，規則に従って正しく並べ ・図や表を適切に用いたり，名 調べていこうとしている。

たり，整理して見やすくした 前を記号化して端的に表した ・順序や組み合わせの求め方

りして，全ての場合を調べる りして，順序よく筋道立てて を，進んで生活や学習に活用

方法を知り，調べることがで 考えている。 しようとしている。

きる。
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第２章 学習評価に関する事例について

１ 事例の特徴

第１編第１章２（４）で述べた学習評価の基本的な方向性を踏まえつつ，平成29年改訂学習指

導要領の趣旨・内容の徹底に資する評価の事例を示すことができるよう，本参考資料における各

教科の事例は，原則として以下のような方針を踏まえたものとしている。

○ 単元（題材）に応じた評価規準の設定から評価の総括までとともに，児童生徒の学習改善及

び教師の指導改善までの一連の流れを示している

本参考資料で提示する事例は，いずれも，単元（題材）の評価規準の設定から，最終的に学

習過程で得た評価情報を総括するまでとともに，評価結果を児童生徒の学習改善や教師の指導

改善に生かすまでの一連の学習評価の流れを念頭においたものである。なお，各教科とも事例

の一つは，この一連の流れを特に丁寧に示している。

○ 観点別の学習状況について評価する時期や場面の精選について示している

報告や改善等通知では，学習評価については，日々の授業の中で児童生徒の学習状況を適宜

把握して指導の改善に生かすことに重点を置くことが重要であり，観点別の学習状況について

は，毎回の授業ではなく原則として単元や題材など内容や時間のまとまりごとに，それぞれの

実現状況を把握できる段階で行うなど，その場面を精選することが重要であることが示された。

このため，観点別の学習状況について評価する時期や場面の精選について，「指導と評価の計画」

の中で，具体的に示している。

○ 評価方法の工夫を示している

各教科・科目の評価の中で，ワークシートや作品などの評価材料をどのように活用したかな

ど，教科の特性に応じて，評価方法の多様な工夫について示している。
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２ 各事例概要一覧

事例１ キーワード 指導の計画から評価の総括まで

「あまりのあるわり算」（第３学年）Ａ 数と計算

第３学年「Ａ数と計算」の「(4)除法」の中の単元「あまりのあるわり算」を例として，指導と評

価の計画の作成や，指導と評価の一体の進め方，評価の総括の仕方について解説する。「知識・技能」，

「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点について，バランスよく評価

することと，教師が児童を評価し，指導の改善に生かしたり，記録をもとに総括したりすることに

対して，負担が重くならないように配慮して作成した計画を示している。また，単元における評価

の総括を行う具体例を示している。
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算数科 事例１

キーワード 「指導と評価の計画から評価の総括まで」

単元名 内容のまとまり

あまりのあるわり算 第３学年［Ａ 数と計算］（４）「除法」

１ 単元の目標

（１）割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し，それが用いられる場合について知り，

その計算が確実にできる。

（２）割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり，割り切れない場合の除法を

日常生活に生かしたりすることができる。

（３）割り切れない場合の除法に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的

な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとしている。

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 包含除や等分除など，除 ① 除法が用いられる場面の数 ① 除法が用いられる場面の

法の意味について理解し， 量の関係を考え，具体物や図 数量の関係を考え，具体物

それが用いられる場合につ などを用いて表現している。 や図などを用いて表現しよ

いて知っている。 ② 余りのある除法の余りにつ うとしている。

② 除数と商が共に一位数で いて，日常生活の場面に応じ ② 除法の場面を身の回りか

ある除法の計算が確実にで て考えている。 ら見付け，除法を用いようと

きる。 している。（「わり算探し」な

③ 割り切れない場合に余り ど）

を出すことや，余りは除数

より小さいことを知ってい

る。

３ 指導と評価の計画（１０時間）

観点別学習状況の学習状況を記録に残す場面等を精選するためには，単元のまとまりの中で適切

に評価を実施できるよう，指導と評価の計画を立てる段階から，計画的にタイミングや方法等を考

えておくことが非常に重要であり，以下のとおり参考となるような指導と評価の計画を作成した。

なお，日々の授業の中で児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことは非常に重

要であるため，児童生徒の学習状況を記録に残す場面以外においても，教師が児童生徒の学習状況

を確認する必要がある。

（１）算数科における単元の指導と評価の計画の作成

① ねらいに応じた評価項目の精選と，記録に残す評価の機会の精選
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算数科の学習の評価をするに当たって，毎時間で全ての児童に対して三つの観点全てについて評

価のための情報を収集する必要はなく，そもそも現実的でない。実際には，単元の目標を分析して，

各時間のねらいにふさわしい１～２観点に評価項目を精選する必要がある。

また，単元を通して繰り返し出てくる評価の内容については，毎回全ての児童に対して記録に残

すことを行うと大変である。そこで，主に「努力を要する」児童を確認し，その後指導に生かすた

めに評価する機会と，学級全員の児童の評価を，総括の資料にするために記録に残す機会と区別す

ることとした。下記に示す「指導と評価の計画」においては，指導に生かす評価の代表的な機会に

ついては「・」を，その中で特に学級全員の児童の評価を，総括の資料にするために記録に残す評

価の機会には「〇」を付けて，各々の観点の評価の機会を示している。

② 観点に応じた適切な評価場面と評価方法の選択

算数科における評価方法について，「知識・技能」の評価に適する方法として，児童の活動の様子

やノート等の記述内容，ペーパーテストによる方法があり，また，「思考・判断・表現」及び「主体

的に学習に取り組む態度」の評価に適する方法としては，児童の活動の様子やノート等の記述内容

の観察などによる方法がある。

各時間の評価については，１時間の授業の中のどの場面（評価場面）で，どんな児童の姿が見ら

れれば，「おおむね満足できる」状況と評価するのか，また，その評価資料をどんな方法（評価方法）

で収集するのかを計画しておくことが重要である。

③ 観点に応じた適切な「指導と評価の計画」の作成

「知識・技能」については，「〇」の評価の機会を単元末に設定することとした。なぜなら，算数

科における知識は単元を通して繰り返し使う中で，定着し理解が深まり，また技能も繰り返し使う

ことで習熟し，生きて働く確かなものとなっていくからである。

しかし，単元末のみで評価するのではなく，毎時間の机間指導などにおいて，個人解決時におけ

るノートの記述内容や，適用問題も交えながら児童の学習状況を把握し，特に「努力を要する」状

況と考えられる児童には確実に習得できるように指導し，個々の児童の指導の補完を行うことが大

切である。そして，「知識・技能」の評価の妥当性を確保することが望ましい。

「思考・判断・表現」については，授業中の問題発見や解決の過程において児童が発揮するもの

であるので，授業中の発言や話し合いなどの活動の様子と，個人解決時の問題解決の様子，適用問

題や活用問題の解決の様子や学習感想などの振り返りといったノート等の記述内容から評価の情報

を収集することが望ましい。その記述内容が学習内容ごとに「おおむね満足できる」（Ｂ）状況であ

るかなどを，それぞれ判断していくことが重要である。また，新たな問いに気づいたり，発展的・

統合的に見て数学的なよさに気づいたりすることは，児童の発言といった形で表出されることが多

い。このような「思考・判断・表現」において「十分満足できる」（Ａ）と判断される状況は，日々

の問題解決における指導者の観察記録に頼ることになる。そこで，「思考・判断・表現」については，

単元末ではなく，単元の評価規準の①や②の評価内容ごとに，授業中の問題発見や解決の過程を行

う時間において，主として「〇」の機会を設定することとした。

「主体的に学習に取り組む態度」は，授業中の問題発見や解決の過程において，既習事項を活用

したり，話し合いの最中に他者の意見を参考にしたりする姿等に表れたり，振り返ってよりよい表

現や方法を考えたり，新たな場面を見いだしたり，日常生活の場面において活用しようとしたりす
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る姿等に表れる。そこで活動の様子やノート等の記述内容から評価の情報を収集することが考えら

れる。

また「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，単元を通して働かせた

数学的な見方・考え方が豊かになる算数科の特性から，単元前半から後半にかけて高まることが考

えられる。そこで，指導と評価の計画を作成するに当たって，単元の終わりに「〇」の評価の機会

として設定する。

評価規準・評価方法

時 ねらい・学習活動 思考・ 主体的に学習

間 知識・技能 判断・ に取り組む

表現 態度

１ 余りがある場合でも除法を用いてよいことや答え ・思①（活動 ・態①（活動

・ の見つけ方を具体物や図などを用いて考える。 観察，ノー 観察，ノー

２ 余りがある場合の除法の式の表し方や，余りなど ・知①（ノー ト分析） ト分析）

用語の意味を知る。 ト分析）

３ 余りと除数の関係を理解する。 ・知③（ノー

・余りと除数の関係を調べる。 ト分析）

４ 等分除の場面についても余りがある場合の除法が ○思①（活動

適用できるかを考える。 観察，ノー

・等分除の場面で，答えの見つけ方を考える。 ト分析）

５ 割り切れない場合の除法計算について，答えの確 ・知②（ノー

かめ方を知る。 ト分析）

６ 日常生活の場面に当てはめたときに，商と余りを ・思②（活動 ○態①（ノー

・ どのように解釈すればよいかを考える。 観察，ノー ト分析）

７ ・商を＋１する場合やしない場合について，それぞ ト分析）

れ考える。

８ 学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。（章 ・ 知 ① ② ③

末問題） （ノート分

析）

９ 学習内容の定着を確認する。（評価テスト） ○ 知 ① ② ③ ○思②（ノー

（ペーパー ト分析）

テスト）

10 学習内容を適用して除法の問題を考えたり，解決 ○態②（ノー

し合ったりする。 ト分析）

＊評価の観点の略称は以下の通り。

知識・技能…「知」 思考・判断・表現…「思」 主体的に学習に取り組む態度…「態」

＊評価方法については以下の通り。

活動観察：机間指導等を通じて捉えた児童の活動の様子，話し合い時の児童の発言，ノート

の記述などに基づいて評価する。
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ノート分析：授業後に児童のノートやワークシートなどを回収し評価する。

ペーパーテスト：単元で学習した知識・技能などの内容が定着しているかを評価する。

４ 観点別学習状況の評価の進め方

（１）「あまりのあるわり算」の単元の指導と評価の計画の作成

ここでは，第３学年の「Ａ 数と計算」領域の単元「あまりのあるわり算」の指導と評価の事例を

取り上げる。第３学年では，これまでに除法について学習し，包含除や等分除といった除法の意味や

それが適応される場面について考察してきている。本単元では，除法には割り切れない場合があり，

その場合には余りを出すことを理解し，確実に計算できるようにする。また，余りの大きさや計算の

確かめの仕方，余りの意味について考え，日常生活に除法を用いようとする態度を育てる。

本単元の評価方法としては，主に授業中に行うことのできる方法として，余りのある除法の意味

や計算の仕方を考える学習活動（ブロックの操作【図１】やノート記述内容【図２】）の観察，児童

の話し合い【図３】や発表，さらに互いの発表について発言する様子の観察などを行うこととした。

また，主に授業後に行うことのできる方法として，ノート記述の分析，適用問題の解決状況の分析

などを用いることとした。

【図１】 【図２】 【図３】

本単元では，第１時から第３時は余りのある除法の意味について考え，第４時ではそれらの総括

的な学習を行う。そこで，「思考・判断・表現」の観点①について，第３時までを「・」，第４時を

「〇」の評価の機会とした。

また，「主体的に学習に取り組む態度」の評価場面として，第５時までに，具体物や図などを用い

て除法の意味を考える学習をしてきている。第６時，第７時では，それまでの学習を基に，余りの

処理について，児童が主体的に具体物や図などを用いて考えることが期待される。そこで，「主体的

に学習に取り組む態度」の観点①について，第５時までを「・」，第６時，第７時を「〇」の評価の

機会とした。ここでは，第６時，第７時の両方で記録を残す評価の機会とするのではなく，児童の

学習状況に合わせてどちらか一方の授業で全ての児童について評価のための情報を収集する。

さらに，第８時，第９時は単元の学習のまとめの段階であるため，「知識・技能」の全ての観点に

ついて，第８時を「・」，第９時を「〇」の評価の機会とした。単元のまとめの段階で，児童が学習

した内容が定着している状況にあることを確認すること重要だからである。

例えば，「努力を要する」状況と判断された児童がその後の学習により「おおむね満足できる」状

況となっている場合，それまでの評価を見直し，修正する必要がある。また，単元でのそれまでの

学習の過程において，評価の記録が十分に取れていない場合，児童の状況をあらためて確認するな

どして，単元における評価の記録の補充することが望ましい。



その上で第10時には，除法を用いようとする態度を育むために，除

法の場面を身の回りから見付ける活動などに取り組む。具体的には，

「主体的に学習に取り組む態度」の観点②について，算数日記【図４】

などで把握することで，「〇」の評価の機会とした。

（２）指導に生かす評価の計画

指導と評価の計画の中で，指導に生かす評価の機会については，

「・」で示している。学習内容を確実に習得できるようにするために，

単元を通して適宜行うことが大切である。この事例では，次のように

考えられる。第１時から第３時までは「思考・判断・表現」の「・①

除法が用いられる場面の数量の関係を考え，具体物や図などを用いて 【図４】

表現している」ことを評価する時間と位置付けている。評価方法しては，児童の活動の様子やノ

ートの記述内容を観察することで評価していくことになる。観察による評価をする場合，児童が何

ができていればよいのかを具体的に想定しておく必要がある。例えば，この場面では，「余りがある

場合の除法について，ブロックを操作したり，図や式に表したものを指し示したりしながら，自分

の言葉や式，図，具体物を用いて筋道立てて発表したり，友だちに説明したりしている」ことなど

である。

単元の学習を通して，全ての児童がそのような考えや表現をできるようになるために，「努力を要

する」（Ｃ）状況の児童に対する指導の手立てを計画しておく必要がある。例えば，既習の12÷３の

ような割り切れる除法の場合のブロックの操作の方法を想起させたり，〇などの図を用いて場面を

表すように支援したりすることである。

（３）記録に残す評価の計画（観点別評価の進め方）

（ア）「知識・技能」の評価

本単元では，第９時の学習のまとめで「知識・技能」の観点について「〇」の評価の機会として

いる。「知識・技能」の評価は，「思考・判断・表現」や「主体的に学習に取り組む態度」の評価に

比べ，単元末におけるテストになじみやすいからである。

しかし，先述したとおり，テストのみで評価するのではなく，毎時間の机間指導などにおいて児

童の学習状況を把握し，ノートの記述や適用問題からの情報も得ながら，「知識・技能」としての評

価の妥当性を確保することが望ましい。その上で，計算の習熟具合や立式の確実性などから，各学

校ごとに，児童の実態によって数値的な基準を設け，評価を進めることが大切である。

（イ）「思考・判断・表現」の評価

「思考・判断・表現」の評価は，①や②の評価内容ごとに「〇」の機会を設定した。本単元では，

第４時の等分除についても適用できるかを考える学習で①を，第９時の日常生活へ広げて考える学

習で②を「〇」の評価の機会とした。それぞれの評価の機会を独立したものと捉えるのではなく，

関連させて評価することが重要である。

第４時では，余りのある除法の意味や計算の仕方について，ブロックを操作して考える。この時

間の指導のねらいを「等分除についても割り切れない場合の除法が適用できるかを考える」として

いる。自力解決の場面（評価場面）でブロックを操作しながら余りがある場合の除法について考え

ている学習活動の様子【図２】や，ノートの記述【図３】（評価方法）などから評価する。
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具体的には「等分除の場面でも割り切れない場合の除法が適用できることを，ブロックや図を用

いて表現している」場合は「Ｂ」と評価とし，「包含除との違いを明らかにしながら，割り切れない

場合の除法が適用できることを説明している」記述が見られたり，「相手の説明が妥当かどうかを考

えながら発言している」様子が見られたりなどした場合は「Ａ」と評価とする。また，自力で解決

したことを発表した後，互いの発表をもとに類似点を見いだした記述が，振り返りや学習感想など

に見られた場合も「Ａ」評価の対象とする。

その上で，そのような学習状況やノート記述がない「努力を要する」（Ｃ）状況の児童に対して，

どのように指導が必要か想定しておくことが重要である。第４時では，自力解決の場面で児童の解

決状況に応じて，ブロックを使って解決してもよい環境をつくり，「はじめの数はいくつですか。」，

「一人分はいくつですか。」，「余りと割る数には，どのような関係がありますか。」と助言しながら

ブロックを操作させるなどの指導の手立てを計画しておくことが重要である。また，解決方法をノ

ートに記述することが難しかった児童には，互いの考え方を交流する時間の中で，納得した解決方

法をノートに書かせた上で，その方法を模倣したり，それらを生かしたりして適用問題を自力で解

決することができていればおおむね満足な状況と評価する。

また，「思考・判断・表現」の評価のための情報を単元末のペーパーテストで収集する際には注意

が必要である。ただ単に文章問題の式が立てられているだけなら普通は「知識・技能」で評価する。

問題の内容に応じて，「知識・技能」で評価すべきか，「思考・判断・表現」で評価すべきかを吟味

する必要がある。本単元のように，「知識・技能」をもとに，余りの処理を判断するといった学習内

容であれば，ペーパーテストを用いて「思考・判断・表現」を評価することもできる。

例えば，【図５】のようなペーパーテストを用いた場合，問題５について，式が立てられたら，「知

識・技能」の「①包含除や等分除など，除法の意味につい

て理解し，それが用いられる場合について知っている」が

「Ｂ」である。また，問題６で，余りを考慮して答えを求

め，さらに，「その理由を書きなさい」という問題に対し

て，「余りの２人も車に乗るから，もう１台必要」などと

記述していれば，「思考・判断・表現」の「②余りのある

除法の余りについて，日常生活の場面に応じて考えている」

を「Ｂ」と評価することができる。一方，ペーパーテスト

だけで「思考・判断・表現」の「Ａ」評価を見極めること

は難しい。「Ａ」の評価については，あくまで授業中の問

題発見や解決の過程において記録された情報をもとに評価することが望ましい。 【図５】

単元を通して習得した「知識・技能」を用いて解決できるのか，さらにそれらをもとに「思考・

判断・表現」を用いて解決しているのかを見極め，評価に生かすことが重要である。

（ウ）「主体的に学習に取り組む態度」の評価

先述した通り「主体的に学習に取り組む態度」は，数学的な見方・考え方を，単元を通して繰り

返し働かせていくという算数科の学習の特性から，単元前半から後半にかけて高まることが考えら

れる。そこで，本単元においては，指導と評価の計画を作成するに当たって，単元の後半に「〇」

の評価の機会として設定した。具体的には，第６時，第７時の余りの処理について，ブロックや図
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などを用いて考える学習，第10時の身の回りから余りのある除法を見いだす学習を「主体的に学習

に取り組む態度」の「〇」の評価の機会とした。

第６時，第７時の余りの処理について考える学習では，「除法を活用して，被除数と除数の関係を

考え，ブロックを操作したり図に表したりしながら，言葉や図，式を使って筋道立てて考えようと

している」状況を「Ｂ」と評価する。ここでは，自力解決の場面（評価場面）でブロックを操作し

ながら余りがある場合の除法について考えている学習活動の様子を観察したり，個人解決のノート

の記述内容を分析したり（評価方法）する。またその際，第６時から第７時にかけて，「よりよい考

えや表現に書き換えようとしていたり，他者と比較して自分や他者の見方・考え方のよさに気づい

ていたり，相手に応じて分かりやすく説明しようとしたりしている」などの場合は，「Ａ」の状況と

している。

例えば，【図６】の児童は，第６時から第７時にかけて〇図の表し方が乗法的なものへと洗練され

ている。互いに解決方法を伝え合う中で，他者の表現のよさに気づき，よりよいものへと高めてい

ることが分かる。さらに，相手に応じて分かりやすく説明するために，言葉や式を書き加えながら

整理している記述も見られ，十分満足できる状況から「Ａ」と評価した。

【図６】

なお，「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，特に学習活動における状況の把握が大切である。

そこで，チェックリストや座席表などを用意し，評価資料として児童の反応を書き込めるようにし

ておくことなどが考えられる。「主体的に学習に取り組む態度」の評価においても，先に述べた「思

考・判断・表現」の評価においても，学習活動の状況を簡潔に記録しておくことで，単元末の評価

に活用していくことができる。

（４）指導に生かす評価と記録に残す評価の関係 評価の補完

指導と評価の計画に沿って評価を進めていくことが基本であるが，それだけにとどまらず，評価

の補完をすることも大切である。

例えば，後述する【資料１】のＫ児は，第４時において，余りのある除法の計算の仕方について，

除法の学習をもとに，ブロックを操作しながら考えようとする様子は見られるが，包含除と等分除

を混同している様子が見られたため，「思考・判断・表現」の観点を「Ｃ」と評価していた。しかし，

第５時，第６時で，Ｋ児の自力解決の様子をノートの記述をもとに確認したところ，題意を捉えて，

包含除の図を表すことができていたため，第４時の「思考・判断・表現」の観点について，「おおむ

ね満足できる」状況（Ｂ）と判断し修正した。さらに，単元末にペーパーテストによって，評価資

料を収集し，最終的な学習状況を確認した。

このように各時間における観点別の評価を進めるに当たっては，それぞれの時間のねらいに照ら

しながら，ある観点について重点的に評価したり，補充的に評価したりすることが重要である。ま
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た，ある観点についての各児童の状況が，指導を進めるにつれて変化していく様子を捉えることも

重要である。

５ 観点別学習状況の評価の総括

観点別学習状況の総括については，単元ごとに総括したのち学期ごとに総括してもよいし，幾つ

かの単元をまとめて一括して学期ごとに総括してもよい。ここでは単元末に総括する仕方を示す。

単元末における観点別評価の総括としては，基本的には単元全体を通して，それぞれの観点につ

いて，「Ａ」が半分を超えていれば，「十分満足できる」状況と総括し，「Ｃ」が半分を超えていれば，

「努力を要する」状況と総括する。どちらも該当しない場合は，「おおむね満足できる」状況と総括

する。ただし，単元後半に高まりを示すことが予想される観点を総括する場合や，単元の学習内容

のまとめとしている状況の評価を含めて総括する場合には，そのことを考慮して総括することが適

切である。例えば，各時間の観点別評価の「Ａ」と「Ｂ」の数が全く同じであっても，単元前半か

ら単元後半の高まりを考慮して，「Ａ」と総括する場合もある。

次に，具体的に総括の例を挙げる。【資料】は，本単元の各時間において，例えば，Ｋ児とＴ児の

評価の資料を一つの表にまとめたものである。本単元における観点別評価の総括は，表の一番右に

示している。

【資料】各時間の評価と単元末の評価（Ｋ児とＴ児）

次 第１次 第２次 第３次 児童の様子に関する特記 単元の評

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 価の総括

Ｋ 知 Ｂ ・余りのある除法の計算が確実にでき Ｂ

児 る。（第９時）

思 ＊ Ｃ Ｂ ・図を使って説明する際に，等分除と Ｂ

包含除を混同しており，指導が必要だ

った。（第３・４時）

態 Ｂ Ｂ Ｃ ・ブロックや図を使って進んで考えよ Ｂ

うとしていた。（第１時）・日常生活に

結び付けることは難しい。（第10時）

Ｔ 知 Ａ ・余りのある除法の計算が確実にでき Ａ

児 る。（第９時）

思 Ｂ ＊ Ａ ・余りの意味について自力解決の段階 Ａ

では誤答だったものの，対話的な学び

の中で気づくことができた。（第７時）

態 Ｂ Ｂ Ａ ・日常生活に結び付け，紹介すること Ｂ

ができた。（第10時）

Ｋ児については，「知識・技能」の観点は評価テストでの評価で判断して「Ｂ」と総括した。また，

「思考・判断・表現」の観点については，「Ｃ」が一つ「Ｂ」が一つだが，単元後半の高まりを考慮

して「Ｂ」と総括した。「主体的に学習に取り組む態度」の観点については，「Ｂ」が二つ，「Ｃ」が

一つなので「Ｂ」と総括した。総括的評価は，あくまでも記録に残す評価「〇」をもとに判断する。
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しかし，実際に指導を進める上で行ってきた評価を参考にすることもある。そこで，指導に生かす

評価をした時間（＊）ではＣの子だけを把握（記録）しておき，その後の変化の様子を捉えること

が大切である。ここでは特記事項にそのことを示している。

Ｔ児については，「知識・技能」の観点は「Ａ」，「思考・判断・表現」の観点は，第７時（＊）に

おいて，自力解決の段階では正答にたどり着くことができなかったものの，その後の対話的な学び

の中から解決方法に気づき，第９時では確実に解決することができていたため，「Ａ」と総括した。

「主体的に学習に取り組む態度」の観点は，Ａが一つでＢが二つなので「Ｂ」と総括した。

単元における観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校において工夫する

ことが求められる。


